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学ぶ力量  

部長ilりIl燭彦   

1994年411より斎藤善一前部長の御退官に伴いまして、後任の部長となりました。お  

話がありましたとき、私自身OBで、馬術部には恩義がある関係上、お断わりするわけには  

いきませんでした。正正のところ、人変私には荷が重い仕事ですが、紙上を倍りましてごあ  

いさつかたがた、OB諸兄姉はじめ兼良連盟、各川体の皆様によろしくご支援をお脱い申し  

あげる次第です。   

一’芦内にはおりましたが、実質的には30余年ぷりですので、昨年一年閲は私の古い知識や  

考え方がまったくいまでは役に立たないのかどうか、できるだけ機会をみつけて現在の状況  

を見学し．「見習いJをさせていただきました。その鮨兇、ルールが変わったり、術語がフ  

ランス語から英誌吾に変わったり、乗馬クラブ・外国産馬の普及、学生馬術の相対的地盤沈下、  

競争属あがりの馬が手にはいりやすくなったことなど、たしかに大きな変化ともいえましょ  

うが、塵赤的なところはそう変わっていないのではという印象をもちました。また、現役部  

員諸君の活動を見ていて本当によくやっているな、むしろ我々の現役の時代より大変ではな  

いかと思います。部長としては、いわゆる北人体鳶会学生団体亜間教官としての任務の他に、  

私自身OBである以上、現役部員の切なる敵いである「戦績の向上」という観点からも、努  

力をしなければならないと思っています。以ドそのような観点から若干の r見習い」期閲で  

えた感想を述べたいと思います。   

馬術というのは、「会話」が難しいスポーツのような気がします．それは、属緒が人と属  

の組み合わせにより成り立っスポーツである故に、他のスポーツに比べ内容の伝達にあいま  

いさを生じやすいように思います。どんなプロの達人でも一生にかかわる属には限りがあり  

ましょうし、（～102）（普通我々が接する人の場合はその一桁少ないでしょう）、しか  

も点識、無慮厳にかかわらず、人はrl分の身体的な特徴を基礎にして r会話」をします。し  

たがって、絃験した馬と、話し手と受け手の作筋的・身体的特徴の剋み合わせにより、その  

鎧勃の表現（東リカ・調教のしかたの鮭漁的表現）にはかなりのバラエティーが生ずる焉果  

となるように思います。これは異なる言語を話す人々の閲のコミュニケーションの問題に似  

盲、実は大変困難なことのように思います。   

したがって、学には相応の基礎的な力量が要求されると思うのです。それは何かといえば、  

科学的に考える膣度ということでしょう。利】手の総数的表現から「共通言語」に歯訳し、自  

分の血肉となる本質的部分を抽出する力量でしょう。そのまま表層的に受け放ると、あっち  

へ追随し、こんどはこっちへ追随し、あげくに自倍を喪失することになりかねません。私の  

経験したかぎり、どうもこの学ぷ姿勢に関しては、現在の評価は芳しくありません。私の見  

解では、我が北大属附割には虜術家をもって鳴る先輩が多くおられるわけだから、こうした  

学ぷ力量があればこの談庇をおおいに活用し上達することができるはずである。具体的には、  
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1）馬術を経験とともに、スポーツ科学として常にとらえること、2）自分にどういう克髄  

すべき諌題があるかという、課題慮識をもつこと、3）部員同士またはOBとの間で討論に  

よりお互いに高めあう習慣を成立すること、4）日頃の練習体系もそれを保証するものであ  

ること、などが求められている、と思うのである。  
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岡田監督から   

此の度、永い同監督という名前で馬術部の皆さんに御迷惑をお掛けしてきまし  

たが、ようやく托りIl部長さんのお許しを頂いて退任させて噴くことになりました。今後は誠  

問という形で部の発展を見守っていきたいと思います。思えば戦後間も無く、昭和23年に  

振動の無い札幌市を希望した峠、故松本人肩先生から「馬術部の面倒を見てくれないか」と  

云うお話があり、なんとか属に廃りたいと思っていた矢先，波に舟とばかりにお引き受けし  

て、当時歳鵜場の馬を借りて来っていた通術部の練習を見る様になり、馬術部と接すること  

になりました。   

先日、39年卒の小鳥若から伺った諸によると、私はすっかり忘れていましたが小島君達  

が学生王座決定戦に山場した時、監督がいないのlま北大だけだということで、それなら岡田  

に頗んだらいいということになって私の故に小鳥君外2、3人の方がいらしたのが私が監督  

と呼ばれる始まりだったとのことでした。それから今日まで半世紀近く監督と呼ばれていた  

のですから、月日の立つのも本当に早いものです。私が監督に就任した経緯を人に聞いてあ  

っそうだったのかと思うほど蕾宜＝こなった訳ですが、断片的ではありますが部の歴史はいつ  

までも忘れずにおります。   

当時は馬場もポプラナ並木の所に在り自宅から自転車で通うことは相当の努力を要した筈  

ですが、大した苦労をしたと云う記憶がないことを考えますと集外属に乗れるという楽しみ  

の毎日だったのではと思われます。年とJいこ体力も気力も衰え、此の数年は朝練にも、経路  

国りの連絡が入れば山掛けると云った具合でした。・酌ま随分緩極的に部良諸君の線習を見に  

行き、「どれ、貸してみろ。」と言って偶に東リ時点になっていたことを思い出しますが、  

隼をとると英に娼場から遠ざかり、なんとも巾し訳なく思っています。   

今後とも部を思う気持に変わりはありませんので、私でよければ今追の経験の申から知恵  

をかしていきたいと思います。  
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前主将より  
松原 貴史  

一年間、全日本への団体出鼻を目指してやってきたが、達成できなかった。人馬共に、酪  

農、畜大に劣っているのが現状だ。自分なりに改善点を以下に述べる。  

北大の過去の成撞から判断すると、一頭の馬が何年も連続して権利を取ることができない。  

つまり、東リ代わりがスムーズに行なわれず、前のチーフから新しいチーフヘの引き継ぎが  

不十分であることに大きな原因がある。たいして馬術の知識もない新しくチーフになる人間  

が、今までと追う調教を行うことで属を壊し、結果飛ばない属になってしまう。それの繰り  

返しが起こっていると私は考える。部を離れる人間は自分の乗っていた属と新しいチーフと  

が軌道に乗るまで見届けるべきである。その本当の意味での引き継ぎができれば必ずプラス  

になる。   

次に、新馬調教の必要性である。毎年最低でも1・2頭は属を入れ、調教すべきである。  

調教する者は、現役でも乗れる馬にすることを考え、決して聾しい馬にしてはならない。障  

害について述べると、調教者はハミのコンタクト無しで自由に楽にコンビネーションを飛ぷ  

馬にし、有望な1・2年生と共に、馬を掴赦していく。そうすることで下級生は駈件の練習  

ができ、多大な上達が得られる。そのような鳥にするためには、馬が障害を飛ぷ一回、一回  

に対して、褒美となる餌を与える．その線り返しを気長に、また決して無理の無いレベルで  

行う。その忍耐力と正しくその時点での馬のレベルを判断することが重要である。   

上に述べたように、引き継ぎと新馬調教がうまくいけば、多少でも良くなるだろう。私自  

身大学院に進むことで、最低でも2年間札幌に残ることになり、これからの馬術部が少しで  

も良い方向に向かうように見届けていきたいと思う。  
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北皇子号の功労属表彰  
岡田監督  

北皇子が惜しまれて鑓属した。北皇子には何回かまたがっただけにすぎませんが、バラン  

スの良い軌きと身体の柔らかさは今でも朗坐に記憶されています。北皇子には本当に御苦労  

様でした、又、代々調教に当たられた部員諸点にも心から御苦労様と申し上げます。   

北皇子は反抗することもなく、又落下することもなく、本当に安心して見ていられる馬で  

した。ドンホッパーも又この様な燭でしたが、この様な馬を名馬と言うことが出来るのでし  

よ つ。   

此の度l］木馬術辿盟から功労蟻表彰を受けましたが、丁度、日本馬術連盟の埋却会で上京  

していた私が部長さんに代わって頂いて参りました。表彰状に書かれた文章は次の過りであ  

ります。  

」ヒ一江「  

昭和54年北海道人学の所有馬となり、16仲間に亘り全日本 東日本  

全日本学生 北虹本馬術大会に出場し、北日本大会では2回の健勝を果た  

している。そのl；り各稚競技会に出場する傍ら初心者の育成，馬術の発展向  

上に貢献している功鏡により表彰する。  
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主将より  
鏑木 照夫  

鋸在（平成7年3月）部‖16才∴．帰11血で北人娼鮒部を威くするよう頑張っています。  

北大の低迷の頂因と、どうしたら轍くなれるのかについては［I頃から話合っていることであ  

り、これからも更に考えていかなくてはいけないことです。北大が弱い原因は人と馬とに一  

貫した教育がなさていないことにあります。北人には品農のようにコーチはおらず、畜火の  

ように一員した馬造りのセオリーもありません。これからは他大学の調教の方法を横棒的に  

収り人れ、またコーチヰれ；の分を各チーフの話合いによる一花した下放生の教育を才iうこと  

により補っていかなくてはいけません。また騎乗に対する貧欲さと、やらねばならないとい  

う倣い意識を一一・人一一人が持つことが必要です。   

今年は馬の目し入れもうまくいき能力のある鳩が残ったので、それぞれが個々の役割をし  

っかりと認威した上で一致用紙して試合に聴めば絶対に全日で団体を組むことができると信  

じている。  
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副将より  

米家 直子  

近年、騎乗の方針や部活動としての方針など、伝統を生かして創っていく大きな問題が  

一年ごとに急激に変動したり、またそれらの伝統を継承できなかったりということが続きま  

した。10年のスパンで通用する根本的な方針がなくなり、新しく創ろうとする試行錯誤的  

な試みも一年一年方向を変えていたという状態です。このことのデメリットは詞故について  

はもちろん、臍東技術の向上についてもかなり大きく現われています。北日のレベルで北大  

として鮎果が虻せないということが数年にわたって続き、それもまたこの惑循環の要因にな  

っています．またそのために、北人としての誇りとか、勝利に対する撞景とかという部眉の  

メンタル的な部分も（10年前に比べれば明らかに）マイナス方向へ変化しています。 現  

在、私達がやるべきことはこの数年のことをきちんと踏まえ、そしてそれ以前のことも知っ  

た上で次の10年に通用するような方針を創ることです．それがまた1年限りのものになっ  

てしまわないために、今の三年日、二年日が納得して受け継げる要素を持つもの、一部の部  

員がやっていけるものではなく部としてやっていけるものを考えなくてはいけません。チー  

プ制に固執することを止め、（鏑木が言うように）代でまとまった意見を持ってそれを交換  

することのできる環境を作ることが必要です。また現役の騎乗技術の未熟さのために馬のレ  

ベルが低下しないように、OBのカの技術をお倍りしてコンスタントに周を見てもらえる療  

境を超え、それを続けていくことができるようにすることも大切だと思います。   

以上のこととは次元が違うけれどもやはり私達に必要なことがあります。それは、いろい  

ろなことを犠牲にしてでもやっぱりこの部活で自分はやっていきたいことを個々人が見いだ  

し、部というものに対して活気のある接し方ができるようになるということです。どの部員  

もものすごく楽しんでやっている、そういうことです。代が変わってから配慮馬のことなど  

北大の体質を変えることをおもいきってやってきましたが、部員の気質も変えていかなくて  

はと考えています。特に今、私達には何もないに等しいからこそまず楽しめる馬術部に部員  

みんながしていって欲しいと思います。  
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主務より  河合 由枝   

9月から盟崎兄より引き継いで主務を担当しています。  

部活のより良い運営を行うため口々努めていきたいと思っておりますので、よろしくお願い  

します。  

現役のみんなへ  

①学生部との槻係について   

部員の中には「学生部はいろいろ面倒なものだ」とか思っている人も少なくはないだろう。  

しかし、学生部は決して課外活動を親制しているのではなく、応援してくれているところで  

ある。物品旗助、厩舎施設の改善など、多くの文法を受けていることに対して自分たちは学  

生として学校にきちんとした義務を果たしているか、もう一度よく考えてほしい。  

◎外部（他団体、アルバイト先、0上iの方々）との関係について   

「自分たちは学生だから」といってそのことに甘えていないか。たとえ、外部の人が「学  

生だから圧力がない」と思っていたとしても、いいかげんな対応や無責任な行動によって信  

頼関係はあっという間に崩れます。上級生・下叔生にかかわらず、北大馬術部の一員として  

責任のある行動・態度をとってほしい。  

③歳技会の運営について   

義技会の主管を行うにあたり、中心となるのはもちろん主務であるが、部員全体が主管で  

あるという自覚と選任をもって、運営にあたってほしい。  

ゆ役職の仕事について   

現在、部員数が少なく、役職の仕事も大変であると思う。しかし、忙しいのを言い訳に仕  

事を後回しにしたり、手を抜いたりしていないだろうか。部活の円滑な運営のために、自分  

が今何をすべきか、何が出来るか、もう一皮自分でよく考えて、積極的に仕事をしてほしい  

と思う．  
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馬匹より  
谷地 織  

現在（平成7咋3月）の逓匹は牝娼2頭、セン娼9頗の計11頭です。   

昨年の産前に厩舎真のパドックの改装が終わりました。火山灰を入れたため、  

軟から冬にかけて両や雪の解ける季節にも地面がぬかることなく、属たちを気持よく放牧さ  

せてやることができました。改装にあたって、長岡さんには大変お世話になりました．本当  

にありがとうございました。   

集団放牧について前号の部報に少し書きましたが、鳥添いがひどく患いものと新馬以外は  

2頭から4、5或と現在馬場と三角地に一緒に放しています。多少の  

ケガはありますが、狭い冬馬房にいるよりはメンタル面でかなリブラスになっていると思い  

ます。   

最近、数年前までに比べて部室や厩舎まわり、馬の環境と共に人間の環境もかなり清潔に  

なってきました。まだまだ一般に言う“キレイ，′ からはほど遠い気がしますが、部員の意識  

が向いてきているのは嬉しいことです。馬たちのケガや感冒、腹痛などには最近大きなもの  

はありませんが、人が少ないのですから更に気を引き締めて絶対に事故の無いように心がけ  

ていくつもりです。また、野中さん、獣医学部の先生方にはお忙しいなか度々お世話になっ  

ています。   

部員が極端に少ないことで、良い面も恋い面もあると思いますが、シーズンに向かって、  

騎乗している時間以外での馬たちとのふれ合い（調教）も大切にしていきたいとお持ってい  

ます。  

現在の馬匹（1995、3 人腐傾）  

北旋風  

フライト   

北帝   

北伴   

北獅  

北朝  セン 16才  

北埼  牝  15∫  

此盟  セン 14才  

明目桧  セン 19才  

ファスト・バロン セン 10才  

北凌  セン  9才  

才
 
 

才
 
才
 
才
 
才
 
0
 
 

6
 
（
0
 
7
 
Q
U
 
l
 
 
 

ン
 
 
 
ン
 
ン
 
ン
 
 

セ
 
牝
 
セ
 
セ
 
セ
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入鹿 一 房任廟宰艮告  

平成6年度の入席題、錐厩鰯は以下のとおりです一  

入腐  ・北帝号  サラ・セン・鹿毛・6才  

・北祥号  サラ・セン・鹿毛・7才  

・北獅号  中半・セン・発毛・9才  

離腐  ・北瑛号  R・Cメインフィールズ  

・グレンエトワール号  ヤマウ牧場  

・北遥号  モモセR・C  

■北梵号  モモセR・C  

寒「北旋風号」の調教報告は部観発行の都合により次号に掲載します。  
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I絶長糸己i辛昆崇子  

◆対東北大学定期戦（於北iI豆迫人草ニ・4月3l1）  

址11一遇匹  此鎚・北戯・エトワール  

出場選手  中村・滑川・宮坂  

優勝 北大  準優勝 東北人  

◆国立七人学定規戦（放火北人ナ声 4月10Ll）  

山場選手  深部・松原・鏑木   

1情 火北人  2仙 タ】人  工川上 ノ；く人  

4†立 東大  5樟 北人  【i位 九大  

◆人22回半澤杯記念蟻補人会（於北軸道大学 5月3、4日）  

≪複合馬術競技≫  

1位  道谷   

2位  深部   

3位  加藤   

7梢＋ j袈噸  

10蛍  光家   

失権  松原   

O P  河合   

O P  谷地  

お
 
北
 
嶺
 
北
 
北
 
北
 
北
 
 

鳳  露農大  

悪  北大  

狼  晶農大  

裁  此人  

玲  北人  

凱  北人  

瑛  北大 （馬場）  

ファ ストパロン  北人 （障悪）  

≪馬場馬符第3課臼 A胱≫  得一た率 ％  

1位  岡崎  エ リ ジ  フ ン  JIモA札碗  58．48   

2位  塩野  レ  オ  ン  フロンティ7  53．12  

3位  

6位  

9位  

12位  

14位  

15位  

19位  

22位  

ヒ カリ ラ イ デ ン  フロンティ7  51．88  野
 
郎
 
地
 
野
 
原
台
 
村
家
 
屋
 
深
 
谷
 
杉
 
松
 
河
 
西
 
米
 
 

人
 
大
 
大
 
 

レ
し
 
 
ヒ
 
 
ヒ
 
 

」
 
」
 
」
 
 

此
∵
墟
∵
適
 
 

グレンエトワール  北大  46．38  

瑛  北大  44．2a  

凌  北人  40．65  

玲  北大  37．6a  

ヒ
 
 
ヒ
 
 
レ
し
 
 

」
 
」
 
」
 
 

≪馬場馬術第3課口I j日朝≫  

1位  抑崎  キ ョ ウ ワ ノ ーザン  JltA札幌  55．72   

2†i2  瀬川  カットッブイエロー   りンフィールズ 53．9l  
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3位  闘発  

8位 J島崎  

15位  北村  

村山  

松原  

Zl位  宮坂  

23位  保坂  

オ
 
北
 
北
 
北
 
明
 
北
 
北
 
 

ア
 
 

イ
 
 

け
 
大
 
人
 
人
 
大
 
火
 
人
 
 

H
U
 
ヒ
 
ヒ
 
レ
し
 
と
 
し
r
リ
 
レ
し
 
 

「
ノ
 
」
 
」
 
」
 
．
「
【
 
」
 
」
 
 

一
親
 
族
 
瑛
 
櫓
 
遥
 
遥
 
 

52．90  

45．00   

41．81   

41．81  

41．81   

39．13  

35．80  

減点  

0  

0  

0  

0  

0  

」
 
 

≪中障害飛越競技≫  

1位  大鹿  チャ レンジャーNol  オーフル   

2位  松lIl 敦  鷹  前農大   

3位  神山  ブラ ック ラ ンバー  荊農人  

0
 
 

〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
O
 
 

J
 
 

4位  深部  此  

5位  松原  明  

戯  北大  

Il  檎  北人  

≪小障害飛越競技≫   

⊥位  払兄   

2位  成毛   

3位  長尺ミ  

檎  此人  

狼  晶農大  

フ
 
 

ィ
 
 

明
 
お
 
マ
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
（
U
 
4
 
 

0
 
0
 
0
 
4
 
4
 
 

ェフ レデイ   モモセ  

9位  鏑木  フ  

10位  北家  北  

見崎  北  

ラ  イ  ト  ．化人  

命  北大  

蛮  北大  

≪新人新馬時宜飛越競技≫  

狼  荊農大  

銀  北大  

ン タ ー ノ   オーフル  

鎚  北人  

竣  北人  

1位  沼水  駄  

2位  小‖  北  

3位  鈴木  ポ  

中村  北  

西村  北  

0  

0  

0   

3．5   

4  

0
 
0
 
0
 
 
 

◆北日本学生蝿術選手権大会（於蘭猥学園人草 5月28l1）  

出場選手  松原・鏑木・深部・谷地  

選手権  1位  松田  都農大  

2位  犠打  箭農人  

3位  松麒ぐ  北人  

1位 11川J 荊農人  
2位  神山  南農人  

女子選手権  

－ト1－   



3位  谷地  北大  

◆三大学定期職（肪北海道大学 5月15日）  

出場選手  宮坂・申出・村口l  

使用届匹  北塵・フライト・グレンエトワール   

優勝  即広畜産大学  御玉削捗  甜農学園大学  3位  北海道大学  

◆第29川北i‡涙道l二川与馬術人会   

≪特定L級障雄飛盛儀技（知人の部）≫  減点   

0  

0  

0   

－4  

．
〇
 
〇
 
〇
 
O
 
 

J
 
 

1位  米家  

2位  √川：  

3位  細川  

9位  谷地  

此  玲  

ラ スト チ ャ ン ス  

カリ スタ ヒーロー  

フ ァ スト パリ ン  

大
 
山
 
鬼
 
火
 
北
 
早
 
北
 
北
 
 

≪馬場馬術第2戯日≫  

1位  細野   

2位  杉水流   

3位  喘鳥  

12位  河合  

13位  西村  

16位  杉野  

17位  兼家   

22イ立  並原  

％
 
 
 

率
．
7
．
〇
．
5
．
7
．
1
．
5
．
5
．
3
 
 

点
5
1
 
5
1
 
5
0
 
4
5
 
4
5
 
4
4
 
4
3
 
4
0
 
 

得
 
 

方ソトッブイエロ－  りンフィールズ  

N．】l．l）．   

N．11．l）．  

北大  

北大  

北大  

北人  

北人  

■
「
 
ヽ
「
 
ヒ
 
 
レ
し
 
 
ヒ
 
レ
し
 
 
ヒ
 
ノ
」
ノ
 
ノ
．
ノ
 
」
 
」
 
」
 
」
 
」
 
ト
 
 

跳
跳
 
瑛
 
竣
 
適
 
玲
 
適
 
 

大  

ト 天  

≪馬場馬術第こ主都H A班≫  

1位  瀬川  

2位  ム星野  

3位  利舶川  

13位  黒崎  

14位  杉野  

18位  鶴見   

岡  谷地  

23桜  川付  

Z4位  丸山  

カ ット ソ ブイ エ ロ ー  メインフィールズ  

フロンティ7   

N．11．I】．  

1
 
4
 
4
 
9
 
7
 
3
 
3
 
つ
J
 
爪
V
 
 

7
 
5
 
1
 
8
 
6
 
5
 
5
 
3
 
3
 
 

5
 
5
 
5
 
月
「
 
4
－
4
 
d
「
 
4
 
4
 
 
 

レ  オ  ン
 
ド
 
銀
 
遥
 
遥
 
 

ツ
 
 

■
フ
 
 
 

グ
 
北
 
北
 
北
 
 

大
 
火
 
大
 
 

一
r
U
 
ヒ
 
ヒ
 
 

」
 
．
「
↓
 
j
 
 フ ァ ストパリ ン  

レ
し
 
と
 
 

」
 
」
 
 

凄
∵
僕
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得点率 ％   

57．9   

55．9   

54．2   

48．2   

47．7   

47．2   

44．1  

≪馬場馬術第3課［‡ H班≫  

1位  開発  オ  ス  カ  ー  フロンティア   

2位  村上  ミ ス・シ工 二 7 7一  札幌RC   

3位  原  アンナクイーン  十勝伯太会  

17位  河合  北  

19位  鏑木  フ  

瑛  北大  

ラ  イ  ト  北大  

埼
 
倍
 
 

20位  米家  

22位  松原  

≪一般L故障書飛越成城≫  点
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
4
 
8
 
0
 
 

減
 
 

．
〇
 
〇
 
〇
 
4
 
4
 
R
 
 

J
 
 

ヾ
 
 

ノ
 
 
 

ス
 
 

ヤ
 
 

l】高K F  

N．1l．l）．  

十勝勅友会  

モモセ  

1位  天羽  ジ  

2位  輪島  ル1  

3位  久保田  ア  

5仙  人木  ポ  

8位  長屋  北  

t8位  黒崎  北  

Zl位  松原  グ  

トナン  深部  北  

一
Z
 
ン
 
ス
 
 

．
サ
 
ア
 
 

「
一
プ
 
レ
 
 悪  北人  

銀  北大  

レ ンエトワール  北人  

激  北大  

≪特定L級障眉飛越競技≫  

1位  鏑木  フライト   

2位  中村  マ ッ ク   

3位  工藤  コジUウ  

北人  

N．Il．lJ．  

十勝勅友会  

0
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
 

≪M親C障害飛越競技≫  

1位  加藤  駁  狼  請農大   

2位  吉山  グラ ニ ット  N．IJ．I）．   

3伯  太羽  ア カ デ ミ ー  目高Kド  

11位  松原  りj ll 桁  北人  

0
 
0
 
0
 
n
O
 
 

0
 
3
 
4
 
 
 

得点率 ％  

5′】．0  

48．5  

47．5  

40．2  

≪馬場馬術第4i課目≫  

1位  開発  オ ス カ ー  フロンティア   

2位  鍋谷  ア ブサロ ム  川川RC   

3位  高橋  ア ド ニ ス  モモセ   

4位  河合  北  伐  」ヒ人  
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TエM E   

54．73  

56．77  

58．36   

77．77  

77．90  

80．86  

≪L叔S＆」i戌技≫  

1位  久保田   

2位  品田   

3位  本典  

19位  八木   

20位  鏑木   

22位  松原  

十勝舶友会  

十勝相克会  

日高育成  

モモセ  

北大  

北大  

アブサン  

テキーラ  

ワン7いずいド  

ボレアス  

プライト  

グレシュトワール  

「
確
か
さ
の
証
明
」
 
 

／スーJしへJhノト  

孟Yl針000 ■∬用ストリンク  

・日豪人の轡むにフィノ  
ト丁ろ櫨にテサインき  
hており壬丁  

スボンシ内♯ライニンケ  
世界に駆ける…ウエンプレー   

■ナノレ（ノクル  
腫u8LEY｝ORLDCAP u鳶職】圧A8S覆▲■ヰとヰhた辻欄間個  
■囁暮檜つ櫓スポンジライナーt儀月してもり．フランス．オース  
トラリア．ア■り九 イ事リユ．邑トイフースウェーデン．ノルウェー  

デンマーク．丁ペての音量暮■テストに含橿した．℡■4一◆のウイテ  

ィンケ書十7プで▼．  

亡I筐盟巨璽証∃  

∈∃：コ臣∃；∃  

ヽ、  

ソフトP v．c   
ナンカノブ  

田内捉鴨真意  

◎   
刀パ0ほ武舎社  
し1，〃ヽロ■戸 ■戸¶中《巴●上▲6Tlい・け  ▼随一  

ウエンプレーヒルtF TEL（OTtJaト皿t  
大仁鴨牝且l■田ITIH●1一柳 ▼5：氾  
大IllRR■iヒル 2F  ▼ELl随）1小一t凸つ屯  
1∫伝廿◎薔E上川■ITn】・lI06 ▼l鵠  
バシフ′ノク■■公丹胴 TEL【8】）■諮・8！Il  

C凡仇LLO三三：：：：：：  
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◆第8回北海道馬術大会   

≪馬場娼術第2課臼≫   

1位  輪島  エアジョーダン  

2位  田伏  ウィンディバー  

得点率 ％   

55．9   

54．0   

52．6  

51．4  

47．5   

46．7  

N．H．P   

モモセ  

彗星会  

北大  

北人  

北人  

3位  高田  ア ビリ テ ィ  

9位  河合  北  

18位  西村  北  

20位  米家  此  

≪通場馬術第3課日 成年∧班≫  

l位  

2位  

3位  

19†友  

24位  

27位  

29位  

30位  

31位  

発
 
谷
 
野
 
原
 
原
 
見
 
原
 
村
 
井
 
 

閑
道
 
細
 
松
 
松
慈
 
覚
 
酉
 
滞
 
 

オ  ス  カ  ー  

駄  犬  凪  

レ  オ  ン  

明  Il  檜  

グレンエトワール  

6
 
 
n
O
 
 
7
 
 
n
V
 
 
史
U
 
 
9
 
 
4
 
 
n
O
 
 
■
叫
－
 
 
 

7
 
 
6
 
 
6
 
 
7
 
 
5
 
 
■
「
 
 
3
 
 
2
 
 
2
 
 

5
 
 
5
 
 
5
 
 
■
1
 
 
月
り
一
 
月
「
 
 
パ
リ
 
 
d
」
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4
 
 

フロンティア  

品農大  

フロンティア  

北人  

」ヒ大  

凌
 
瑛
 
竣
 
 

大
 
人
 
人
 
火
 
ヒ
 
ヒ
 
レ
し
 
 
レ
し
 
 

］
 
」
 
」
 
」
 
 

グレンエトワール  

≪逓場馬術第3課日 成年日劇≫  

1位  瀬川  カットッブイエロー  メインフィールズ  

繭農大  

l
・
－
 
5
 
 
1
 
 
3
 
 
7
 
 
6
 
 
3
 
 
6
 
 
 

7
 
 
仁
U
 
 
5
 
 
■
・
1
 
 
5
 
 
5
 
 
4
 
 
1
 
 

⊂
J
 
 
5
 
 
5
 
 
5
 
 
4
 
 
■
り
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4
 
 
d
「
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2位  加藤  狼
 
駿
 
瑛
玲
 
鹿
 
追
 
遥
 
 

3位  

7位  

19位  

20位  

22位  

24位  

大
 
大
 
火
 
大
 
ヒ
 
 
ヒ
 
 
ヒ
 
 
レ
し
 
 

」
「
 
ゴ
「
 
J
J
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J
．
T
 
 

ヒ
 
ヒ
 
ヒ
 
ヒ
 
ヒ
 
し
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】
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．
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」
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」
 
 

分
 
合
 
家
 
田
 
沢
 
付
 
深
 
河
 
兼
 
中
 
森
 
中
 
 

◆第19回北海道地区馬術人会   

≪馬場馬術第3課日≫   

1位  瀬川  カットッブイエロー  

2位  村上  ミ スジェ ニ フ ァ ー  

％
 
 
 

率
．
7
．
〇
 
 

点
5
6
 
5
6
 
 

メインフィールズ  

札幌RC  
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3位  鳥  バ ブ リ  ッ  

19位  河合  北  

≪馬場馬術第4兼日≫  

1位  下腐敗  ハミングダンス   

2位  古lロ  ト  ー  マ  ス   

3位   ●高橋  ア ド  ニ  ス   

5位  河合  北  瑛  

ク  日高育成  

瑛  北大  

9
 
 
1
－
 
 
 

5
 
 
9
 
 

■
L
J
 
 
一
「
 
 

日高育成  

N．H．P．   

モモセ  

北大  

4
 
 
2
 
一
「
 
 
月
「
 
 
 

史
U
 
 
2
 
 
0
 
 
1
 
 

5
 
5
 
5
 
4
 
 

≪L韻障害飛越競技 一般の部≫  

1位  相lニ  マ ド  ン ナ   

2位  川久伽  アンナクイ ーン   

3位  早川  ジュピターNol  

14位  鏑木  フ  ラ  イ ト  

≪1一劫時聾飛越競技 新人新通の部≫   

ユ位  斉藤  題  飛   

2位  鳥目  モ チ ョ ボ ス   

3位  ｛了ル  ラストチャンス   

24位  西村  北  凌   

25位  松原  北  竣  

減点   

0   

0   

0  

4  

．
〇
 
〇
 
〇
 
4
 
 

－
J
 
 北星牒C  

十勝柏度会  

早Ⅲ牧場  

北人  

浦河高校  

N．H．P．  

早出牧場  

」ヒ人  

北大  

0
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
8
 
（
む
 
 
減点  

5．5  

5．5  

8  

≪M凝C時雄飛越儲技≫  

1i立  封II俊介  キオザドゥ フォトネ  N．II．P．   

2位 i7日勝巳  ア ッ プト ゥ デイト  軋川．P．   

3位  丞i地  力リ ス タ ヒ ーロー  北星RC  

得点率 ％  

56．9  

54．8  

54．5   

≪セントジョージ式典≫  

1位  下屋敷  ハミ ングダンス   

2位  星野  オ  ス カ  ー   

3位  音Il‖甘美  ト  ー   マ  ス  

目高育成  

モモセ   

N．1I．P．  
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◆第30回北日本学生適彿大会（戯北里人 8月4～8El）  

一走目  

0  

日
H
 
O
 
O
 
O
 
 

走
 
 

二
 
 

．
〇
 
4
 
4
 
4
 
 

－
J
 
 

≪2回走行≫  

1位  加藤   

2位  平松   

3位  安田  

松原  

黒崎  

深部  

谷地  

鮎  独  酌農大  

朝  雲  帯畜大  

ダ ッ シ ュ  岩大  

明 日 槽 北大  

北  銀 北大  

此  激 北大  

77ストパロン 北大  

播
植
権
 
権
 
 

0
 
0
 
失
 
失
 
失
 
失
 
 

得点率 ％   

50．6   

45．0   

42．9  

42．0  

≪学生界典馬場馬術≫  

1位  植木  アークトゥルス  東北大   

2位  門脇  ザ・ジェネシス  岩大   

3位  原田  アリ ゾナパイ  北里  

瑛  北大  4位  河合 ．化  

久
 
0
 
0
 
0
 
0
2
 
3
1
 
8
4
 
権
権
 
 

1
 
 

T
 
T
－
 
失
失
 
 

耐
 
 

権
 
 

力
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
失
 
 

余
 
 

赦
4
0
 
5
3
 
5
6
 
4
9
 
6
5
 
閏
 
7
5
 
5
7
 
網
 
T
 
T
 
T
 
T
 

一
1
 
T
 
T
 
T
 
 

≪給食馬綺≫  

1位  加藤   

2位  黒崎   

3位  嶋村  

11位  松原  

12位  深部   

大
 
 
大
 
 

農
 
大
農
大
 
大
 
大
 
大
 
大
 
 

曲
北
路
 
北
 
北
 
北
 
北
北
 
 

娘
銀
 
韮
棉
激
玲
凌
 
 

顆
北
敏
 
明
 
北
 
 

米家  北  

西村  此  

松原  グレンエトワール  
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◆第8回北海道障昔馬術遇下種人会   

≪一般L故障省飛越競技≫  減点   

0  

0   

0   

0  

3  

8  

巨億  久保田  

2位  天羽  

3位  楠木  

5位  黒埼  

6位  谷地  

19位  松原  

十勝舶友会  

日高Kド  

Ⅳ．1t．lI．  

北大  

北大  

北大  

ア ン ナ ク イ ー ン  

メ   イ   シ   ャ  

イイデダイリュート  

」ヒ  銀  

明  日  檎  

グ レ ン エト ワール  

≪特定L故障害飛越㌫技 新偶の部≫  

1位  高橋  ウ ェ ル カ ム   

2位  鈴木  ボ ン タ ー  ノ   

3樟  鈴木  スーパージャッジ   

9位  鶴見  北  凌  

16位  松原  北  凌  

≪l。親スピード＆ハンディネス競技≫  

1位  大胡  メ  イ  ン  ヤ   

2位  久保田  アンナクイーン   

3位  鴨島  モ チ ョ ボ ス   

4位  八木  フ  ラ  イ ト   

6位  黒崎  北  銀  

19位  八木  フ 7 ストパロン   

20位  松原  」ヒ  凌   

2Ⅰ位  容地  フ7 ストパロン  

．
〇
 
〇
 
8
 
2
 
 

オーフル  

オープル  

離農人  

北大  

北大  

0  

0  

0  

4   

14．25  

TIM E   

60∫，88   

61〃36   

64’’85   

66一∫15   

68’’22  

106〃48  

108，－25  

123”46  

日高K F  

十勝柏友会  

N．H．P．  

北大  

人
 
人
 
大
 
人
 
 

ヒ
 
 
ヒ
 
 
レ
．
し
 
 
と
 
 

」
 
」
 
－
「
T
 
」
 
 

≪L凝障害飛越選手権競技≫  減点   

0  

0   

0  

0   

0  

0  

■
0
 
0
 
0
 
0
 
4
 
4
 
3
2
 
 
 

1仙  天羽  

2位  久供出  

3位  谷  

4†立  黒崎  

5位  谷地  

6位  鏑木  

メ  イ  シ ヤ  日高K F  

アンナクイーン  十勝勅友会  

マ ド  ン  ナ  北星R C  

」ヒ  告！ 北人  

明   l1   檎  北大  

フ  ラ  イ  ト  北大  

一
一
一
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≪M級C肺11川芭越崩技≫  

1位  ∫さ一Ji野  テ キ ー ラ   

2位 ．侶IJ   淡  触   

3位  山畠  駁  1三  

≪M緻（：スピード＆ハンディネス競技≫  

1位  村上  マ ド ン ナ   

2位  熊川  崩  帥   

3位  木某  ワンフナ一丁いP  

≪ゝl緻（：時雄飛越選手権競技≫  

1位  艮吾川   メ イ ンベル   

2†左  鈴木  ウ ェ ルノ ン   

3化  高野  テ キ ー  

減点   

0  

0  

0  

．
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4
 
4
 
■
い
 
 

十勝拙友会  

岩見沢RC  

加ライチりク  
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－
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」ヒ揖Ⅰく（二  

碧雲クラブ  

l」一高＃祓  

減点   

0  

0  

3  

〇
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〇
 
〇
 
 
 

Iインフノーーしス   

オーブル  

ト膵勅ム会  
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◆第16回山下杯河田杯言d念通約入会（於轟農学園大学10月16日）  

≪ジムカーナ競技≫  減点  

炎  品農大  0  

贋  顔農大  0  

位
 
位
 
位
 
位
 
位
 
位
 
位
 
 

1
 
2
 
3
 
8
 
ほ
 
1
3
 
1
5
 
 

佐久I相  

関発  

鮎
∵
鮎
 
 間

 
村
 
山
 
田
 
山
 
 

乎
 
北
 
亀
村
 
丸
 
 

カ ミ ノ ヒ カ ル  請農大  0  

グレンエトワール  北大  1  

グレンエトワール  北人  4．5  

竣  北大  5．5  

凌  北大  12．5  

≪新人新馬臓器飛越兢枝≫  

1位  Ⅲ小  鋸  人
 
 
大
 
 

農
 
大
 
農
 
人
 
夫
 
大
 
 

筋
 
北
 
品
 
北
 
北
 
北
 
 

0  

0  

0  

1   

8．75  

9．25  

2位  北村  グレンエトワール  

3位  清水  カ ミ ノ ヒ カ ル  
6位  保坂  ボ ン タ ー  ノ  

7位  八木  北  旋  風  

8位  薄井  グレンエトワール  

≪L級障害飛越競技≫  

1位  鏑木  フ ラ イ ト  北火   

2位  平田  カ ミ ノ ヒ カ ル  鮪農大   

こ＝・‡ 帥111 ダイナバトラー  葡農人   

4位  松原  北  凌  北人   

9位  鶴見 」ヒ  凌  北大  

≪M親C障害飛競技≫  

1付  加感  触  狼  満農人   

2位  道谷  顆 人 鳳  撤農大   

3位  行地  明 11 檜  北大   

6位  八木  エ  ル ク  北人  

0  

0  

0  

0  

7．75  

減点   

0  

0   

0   

0  

●
0
 
0
 
0
 
0
 
6
 
 

J
 
 
 

10位  黒崎  ボン タ ーノ  北大  11．5  

◆OB戦（於北海道大学 10ノ】2こiFJ）   

≪′J、障悪飛越競技≫  減点   

0   

0   

0  

1位  近藤  

2位  小村  

3位  高野  
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鎚
 
凌
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一
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仇
伐
 
月
 
 

0
 
現
 
0
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レ
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地
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田
 
中
 
 

谷
 
紡
 
玉
 
河
 
前
 
野
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位
 
位
 
位
 
位
 
位
 
 

4
 
5
 
6
 
7
 
0
0
 
9
 
 

グレンエトワール  役
 
役
 
B
 
役
 
B
 
B
 
 

現
 
現
 
0
 
現
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
3
 
4
 
4
 
 

ヒ
 
 
レ
し
 
 

」
l
r
 
」
 
 フ  ラ  イ  ト  

グレ ンエトワール  

グレ ンエトワール  

≪ジムカーナ競技≫  

1も之  祝前  フ ァ スト パ ロ ン  OH   

2位  野Lい  グレンエトワール  O B   

こ＝11  他山  北  伐  現役   

4位  近藤  プ ア スト パ ロ ン  01i   

5イ立  地臼l 北  伐  現役   

6†詑  斉藤  」ヒ  戌  0上3   

7位  一「葉  グレンエトワール  O B   

8位  前出  北  凌  0王i  

′1∵IM E  

32〃50  

33′′42  

38”70  

39”24  

39〃48  

4l”33  

52”53  

76”45  

◆第17lせ＝司立九人・学定川川伐（於群偶人！、；ご： j1J】27l】I）  

出場選手  北村 瓜・村山  

1位  群馬人  2帖  新潟大  

5位  北大  

3帖  宇都宮大  

◆全日本学生馬術大会（於橘■拝公苑 12月7～111」）  

≪第37回全日本学生祭典総合蟻術品技≫  調教  耐久  

－125  0  

－12 6  0   

－13 6  0  

余力   

0．5  

6   

0．75  

1帖  佐伯  

2位  松本  

3†！‡  北原  

失権  黒崎  

明描  明治  

明ノJ  明桁  

明購  明治  

」ヒ蝕  北人  

≪第44回全日本学生賞典撞悪飛個瀾技≫  

1位  上村  セントイーグル  同′ぷ祉   

一走目  

0  

4  

0  

二走日  

0  

0  

4   

2位  清水  接守   

3位  今川  慶朗  

≪第37回全日本学生貫典蟻瀾人会≫  

1位  北原  明螢  明治   

2位  水町  桜鍬 ll人   

3位  佐藤  自学  中火  
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北銀号調教報告  

黒崎雅人   

昨シーーズンの北鋏は、けがのためあまりふるわずに終わってしまった。右前の球節上部を疲労骨  

折（これは今年の夏に、Ofうであり［I本中央競馬会の獣医師である本城さんに診てもらったときに  

わかった）していた北銀は夏の間は始終水冷を行い、常に鼓行をしていた。長年けがなどほとんど  

しなかった北親もとうとう寄る年波には勝てないのかという声さえもあった。   

シーズンが終わり長い馬体の後、僕が騎乗を始めたのは晩秋の頃からだった。それまでは手のあ  

いている下級生が常歩で三十分ほど歩かせるだけであったが、常歩でも得ることはあるという八木  

さんの忠告により僕が乗るようになった。季節は冬に移り、寒さの中で相変わらず、ギンのつまず  

きながらの常歩に来年の不安を感じていた。結局、年内はこのまま常歩しかできずに終わった。ギ  

ンの筋肉は衰え、背中も急激に落ちたように思えた。   

冬合絹では前半のl捌はこの調子で僕が来っていたが、後半にはいると急に元気になったらしく、  

放牧中に起り回っていたために郡班に参加させたところ一年生が乗ってもそれなりにこなすので  

そのまま使ったということだった。しかし、冬合宿の経路回りを見るとギンは蒐そうに起っていた。   

年明けから徐々に運動を再開していったが、半年もまともな遊動をしていない上に、明け15才  

と乗馬としてもかなりの年齢であり、また前肢のけがも完全に治ったかどうか分からず、たとえ直  

っていたとしても運動屈宜あげると揮発するのではないかと不安が頭をかすめておそるおそると  

練習を祈っていた。しかし秋には常に熟を持っていた前肢も、季節のためか全く熟を持たなくなっ   

た。  

ギンは歩幅が′トさく、歩接がちょこちょこしていることは以前から指摘されていたことであった  

がケガの後であったためか非常にひどく、まともに速歩ができない状態であった。少しでも歩度を  

伸ばそうとすると、すぐに駈歩に逃げるようになった。人がバランスパックすることや、歳やかな  

抑を使うことである程度は！坊げたが、それでも鼓行にも似た歩度の短い速歩はひどいものであり、  

乗っている本人はもとより下から見ていている人にも大丈夫だろうかという気を起こさせた。   

この状態を解決したのはキャバレッティーによる運動であった。普通のl．4mの帽から、徐々に  

間隔を広げていった。この時別にいくつまでやったかは記憶が定かではないが、秋頃には1．8m位  

まで速歩で通遇できるようになった。ギンの調子が良いとき（足の戯れ、痛みがなく体力が余って  

いるとき）は、スムーースにまた人きな間歩でも通過することができた。しかし調子の悪いときには、  

すぐに一歩人ったので、ある程度の川健康のバロメーター”になった。キャバレツティーは肢への  

負担や体力の消糀が少ないので、多いときのは毎l」できたし、また必要なときに必姿なだけできた。  
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ギンは障害に向かっていくタイプの馬であったが、キャバレッティーでも同じであって。そのため、  

重くてどうしようもないときであってもキャバレッティーを何回かこなすうちに馬にやる気が出  

てきてその後の運動を楽にすることが出来た。   

障害に関しては人剛は馬に完全に頼っていた。今までに何度となく全日学に出場の名馬と、去年  

一年間まともに障害をやっていない人間が、冬の三カ月間で急いでシーズンに間に合わせるには、  

ギンの能力を信じてやっていくしかなかった。二年間全日学出場はできなかったが、コンディショ  

ンを整えて万全でのぞみ人が邪魔をしなければ絶対に稔合では権利を取れる。そうでなければ雄厩  

だぞと。  

最初は小さな埴一障害、それからコンビネー ションと疲れさせないように徐々に筋肉を回復して  

いった。筋肉が蘇ら、まさに貧弱な体となっていたギンはこの頃から尻の筋肉をはじめ全身のが戻  

ってきた。新馬と退い多くの障害を飛ぶことができないと分かっていたので、少ない回数で効率よ  

く遊動を行い、少なめで終わらせることを心掛けた。  

また、何度も揮いたが今年のギンは前肢の故障に悩まされた。そのため、できる限り速歩や駈歩  

のうち常歩でもできることを、′甘歩での運動に置き換えた。できると思ってやると、以外と多くの  

ことが常歩でできることに気づいた。基本的な横道動やハミ受けは、ほとんど常歩での運動で行っ  

た。このとき、十分に推進することが人切である。常歩ではコンタクトを強めに持つと、どうして  

も遅くなりすぎ運動に支障を来すことが多いが、そんな運動では体が十分に柔らかくならない。た  

だ、やはり珊勘こ引限弊はあるので、当然全てのことを常歩のみでやることは不可能である。また、  

外来においてもしっかり歩かせることで準備避励の一環にもなれば、リラックスさせて歩かせれば  

恥息にもなる。そのことをもっと意識すればより効果的ではないか。   

翫歩はギンが最も得意な歩法である。それゆえ、どんな運動でもうまくいくことが多かった。特  

に駈歩での輪乗り（鹿径15、2U nl）は、横の柔らかさ、ハミ受け、脚の反応とギンの問題点の多  

くを同時に解決する有効な手段であった。   

速歩はギンが－・番苦手な歩法であると思う。それゆえ、ハミ受けさせたり、活発に歩かせること  

は難しかった。．調子の良いときには速歩のみでもうまくいくが、そうでないときには、常歩－・速歩  

→雛歩の順に唯備運動を行うことにとらわれず、濫歩で調子を整えてから速歩に戻すことも必要で  

ある。また、先の文にも苦いたが、止反撞は人も苦手であったので更に難しかった。これも同様に  

きっちi）と堆備運動をこなしていけば解決するのではないだろうか。僕自身は、去年の郡報に書い  

たこととは塞脱に、ギンでは障害重視であったので正反接はあまりやらなかった。止反緒の問題は、  

ギンを降りた今でも未だ解決していない。   

冬季の運動は、キャバレッティーとコンビネーーションを－1】心に歩棟の改音と筋肉の回復を、体力  
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の消耗を極力抑えながら行った。   

三月末に新二年巨の試合である東北大定期戦があった。この試合に使用した。馬歴一年の新二年  

目の試合とあって、90cIll以下の小さな障害飛越儲技であったが結果的には北海道大学・東北大学  

の選手とも満点で帰ってきた。試合内容は、ギンが勝手に走って人がそれに乗っているだけであっ  

たが、原書に対する意欲は以前のものであったし、全く問題がなかった。馬なりに爆走してしまい、  

タイムが早いガが上位になるというルーールのため一位・二位を独占した。   

僕が出場した初めての試合は半揮杯であった。エントリーは、馬場3課目・複合馬術溌技・小障  

害飛越敏枝、それと下放生枠で新人新馬飛越競技であった。3課臼のときは、九カ月ぶりの本格的  

な試合とあって、北人の馬場であったにもかかわらず非常に興奮して手に負えなかった。気合いが  

入りすぎ人の手の内に入らずに凶っていたとき、八木さんに乗っていただいた。八木さんのおかげ  

で馬は人に従うようになり、その後は比較的容易に手の内に入れることができた。このときにどん  

な状況でも馬を手の内に入れるきっかけをつかんだような気がした。試合では前進気勢は馬の気合  

いだけにまかせていたので推進する必要がなく、人は余裕をもって乗っていられた。ギャロップの  

ときとは違い、実力をかなり出せたと思う。満点とは言い難いが合格点はとれたと思う。続く複合  

の馬場競技でも同様に馬の気合いをもっていったが、課目的に難易度が高く特にハーフパスが全く  

できなかったので審判の印象が悪かった。これは普段の練習、特に横運動の練習不足以外のなにも  

のでもなかった。しかし、この二鞍で馬場の試合の準備運動の方法が分かり非常に参考になった。   

複合の障害は満点であった。馬場の運動の良い状態が多少残っていて、準備遥動も苦労すること  

なくできた。蟻のへ【ス・前進気勢などもよく、良い経靖走行ができたと思う。ただし、凝初の方  

の障害に向かうペ【スが遅く回りから見ていると非常にこわいと言われた。乗っている本人は多少  

の過さは感じたが止まるほどのことではなく少し脚を強めに使えばよいと思っていた。しかし、こ  

れはあきらかに準備運動できちんと前進気勢を持たせることが不足していた。続く小障害では、多  

少馬が疲れてさたようで、脚の反応が鈍くなり障害前での不正駈歩が増えたため、一落下があった。  

小障害は二段階競技であったため、次の段階（JulnpOrr）には進めなかった。   

下級生の＝場した新人新馬では、馬が勝手に走っていたが障害の高さが低かったので落下はなく  

満点で、JumpO［一に出場した。JllmPOJTでは馬の渡れが最高潮に達し、準備馬場では重くて動き  

たがらなかったが本馬場に入ると先ほどと同じように走り、準優勝で帰ってきた。結果的には良か  

ったが、障害の試合としては自分が思っていたことを伝えられずに終わってしまった。   

半澤杯では少し位いすぎたようで、試合後にまた前肢を慮らした。二週間後の馬場馬術大会には  

出場ができなくなったものの、ギンの体力の限界を知ることができたと思う。半浄杯後釣－カ月の  
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間はまた常歩と少しの速歩で前肢の腫れの機嫌を伺いながらの運動をしていた。シーズン中にケガ  

のため常歩のみをせざるを得なかったことは二度あi）、これが一回目であった。   

このような日々が五月中は続き、六月に入り再び運動を再開した。十分に休ませたため、ケガ後  

の同役はほぼ完全であったと思う。白馬大の前にノーザンホーースパークにステイープル馴致に行っ  

た。北口前唯一のステイープル馴致になってしまったが、全体のペースと馬の前進気勢が不足して  

おり、暗い林の小の多少ポリュ・一ムのあるウッドパイルで三反抗、八木さんに変わってもらってそ  

の後は飛んだが竹ぼうきでまた一反抗、とあまり良い成簸ではなかった。   

続く白馬大会には、L級と3課【二Iに出場した勺 L秋は－落下、3課目は全体の中で半分くらいの  

月頁位とあまりばっとしないものではあったが、全く手応えがなかったわけではなかった。   

少し話は変わるが、ハミ受けのことを少し昏きたいと思う。障害を飛ぶに当たってもハミ受けは  

非常に重要であった。もともとハミ受けは良く、これに関しては問題のない馬ではあったが、良い  

運動をしてヤれぼ更に良くなり、悪い運動では悪くなることは当然で、ロ向きを良くすることに  

日々の運動で多くの時間を割いた。   

ギンは障害を飛んでいると騰が勝手に前に出てくるが、その前進気勢をブレーキをかけることな  

く、ハミを使ってうまく体にためることが必要だと思う。つまり、前進気勢がありなおかつ手の内  

に入っているという障害に最適なスピーードは、ハミ受けが良くないと作り出せない。ハミ受けは馬  

術を行う上で全般的に重要な要素であり、障害飛越であっても馬場馬術であっても必要である。   

ギンは極端に左右の硬さの違いがあり、左手前が苦手であった。そのため、左駈歩が出にくかっ  

たり左に回転しにくかったが、しっかりと運動してやれば左の硬さは次第にとれていった。前に番  

いたように、駈歩での騎乗りが一番効果的であった。ただ、どちらかの手前のみを重点的にやる必  

要はあまり無いと思う。苦手な手前であってもきちんとハミを受けさせ、きちんとした内方姿勢を  

とらせることにより、苦手な手前というのは存在しなくなった。体の柔らかさは、ハミ受けと密接  

な関係がある。   

七月の第一週の週末に畜大へ馴致へ行く予定になっていたが、出発の当日に放牧地でケガをして  

肢を大きく慮らし馴致へ行くことができなくなった。ギンにも乗れなかったので人だけ帯広へ行き  

ステイープルの回り方を見てきたい結局このケガのため、翌週も馴致へはいけずにノーザンホース  

パークに行った一回の馴致で北＝に江り為することになったし、摘発の蝕）ほであまり運動ができな   

かった。   

出発前の数月と輸送のニロ、北里に着いて－一日馬脚こしたため輸送による疲労はなく反対に少々  
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はっているくらいだった。ギンの件の徹さもほほ一［lでとれ、順調ではあった。自分自身も大きい  

試合のわりには緊張をせずにいた。もともと物見をする馬ではなかったので、北里の環境には衝き  

もせずに北大の情堵と変わらずに運動ができた。   

しかし、試合になるとやはりいつもとは追っていた。まず、準備馬場が他のどの試合よりも小さ  

く、権利のかかった試合のため全ての選手が必死になっていたので非常に準備運動がやりにくかっ  

た。また馬もその雰鎚気を感じておりなかなか落ち着かずにいたように思う。あまり馬体をほぐせ  

ないままに出番が回ってきたが、この時点までの北大の結果としては、去年に引き続き権利獲得が  

有力視されていた松原一明日桧がまさかの三反抗失柁、深部一北教も失権と北大勢は全滅であった。  

自分自身では二回克行においては三番手であると確信していたので、何とか帰ってこなければなら  

ないと思い本烏城に川た。ギンのイイこが十分にほぐれていたとは思わないが、いつも以上の前進気勢  

があったのでそれほど苦労せずに㈹越させることができた気がした。ただし、経路走行が調子に乗  

るまでの一一番・二番障害においてはややつまっていた。これは他の人が見たら非常にこわい場面で  

あるが、当の本人はいつものことなのでそれほど気にはしなかった。その後は五番障害で向かい方  

がまずく一反杭、七・八番の連続障冥で」・反抗。この七・八番障害は今まで飛んだどんな障害より  

も乾しかったと思うっ稔合を主体として今までの試創二出城していたので、障害に関してはL簸の  

みのしか山域していなかったため、凹地続障害などは飛んだことがなかったし、机発の直前運動が  

ほとんどできなかったこともあ机練習不止であった。この連続障害は、三・－・二間歩の四速読障  

害であったが、最初の三間歩の時に蝿が速過ぎ、詰めることができずにかろうじて八番のAは飛ん  

だが、続くBはあわずに止まってしまった。この障害を早く終わらせたいという人の焦りからギン  

の状態がうまくつかみ取れずにいた．1そして、ギン最大の難関であった十番のレンガがやってきた。  

九から十番障居の少し長い間で前に＝したつもりであったが、十番障害に近づくにつれて見る見る  

遅くなi）ここで三反失権した。予めこの十番障害の難しさはわかってはいたが、自分の実力の無さ  

を見せつけられたようであった。字引］の二走巨＝こ再起をかけて出場したが、結果は一定目よりも悪  

く八希で失楠r】このf」は人の焦りのため人馬が一体となれず、バラバラのまま終わった。  

二回ラE行では二月とも失権という結果になったが、焦るというよりは一からやり直すつもりで総  

合の調教審査に臨んだ。頭の中を鞘鱈虎視から馬場遊動束祝に切り替えて、勢いだけの運動ではな  

くハミヤ体の硬さを徹底的にほぐしてしていった。この日は当然ながら準備馬場に障害はなく、ま  

た調教審査ということもあって準備馬場は空いていたので思い切り自分のベースで運動ができた  

と思うい準備運動が半ばにさしかかった頃に横幕さんに、これまで出場した馬は全体的にゆっくり  

であまi）活気がないので前進気勢をつけていくといいだろうと言われてから速歩中心の遊動を駈  

歩小心に変えた。試合になり、古手であった速歩区Iiりは良いとは言えない結果であった。ギンはな  
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ぜか本馬場にはいるととたんにハミを受けなくなる。連続した正反墟のためかもしれないし、緊張  

感のためかもしれないが結局この‥一年間克服できなかった問題である。続く駈歩区間では、手の内  

に入る範囲で十分に前に出ていた。挙が強すぎて屈戻しすぎていたかもしれないが、輪乗りの図  

形・歩度の詰め伸ばし・踏歩変換などは満足にできて、駈歩区間に関しては良かったと思う。調教  

審査が終わった時点では七位。良くも悪くもない順位であると思った。この後は、目標である耐久・  

余力を描．ギよで帰ってくることを念頭においた。   

耐久審査の日、昨日までの疲れがあるのか最初はおもかった。準備馬場では軽めに幅のあるオク  

サーを数回飛んだだけであった。まだ馬体は温まりきってはいなかったが、A区間があるのでその  

うちに気合いも人ってくると思っていた。準備運動が思いの外早く終わってしまったので、A区間  

出発まで十分以仁もあったっこれ以上運動をしても体力を消耗するだけだと思い、牧草地で歩かせ  

ていた。ものすごくせい臼であり、木陰も無かったので炎天下の中を常歩で小さな輪乗りでをして  

いた。今隼の猛暑の追盛期で立っているだけで汗が出てくるような中で、ギンはすごく汁を汗をか  

き興暫し、今までなかったほどに気合いが入ってきた。A区間をスタートする頃には手に負えない  

程で、シケレベのようになり、手絹をゆるめただけで駄歩をしてしまう始末であった。∧レ描iけは  

これを何とかなだめて落ち着かせようとしたが、最初の半分の区間は全く手に負えずにハミと手綱  

の引っ張り合いであった。後判こはいり何とか落ち着きを取り戻したが、殺後に駅歩での詰め伸ば  

しをしようと思ったら元の状態に戻ってしまった。1）区間のスタートボックスには十秒ほど前に入  

ったが、どうにも落ち着かずしきりに前に行こうとするので、ハミを強めに持ち押さえていたら後  

退を始め、後肢でスタートボックスを蹴飛ばしていた。このときスタートだったので、すぐには出  

れず少し遅れてスタートした。  

前をゆるした途端ギンはすっ飛んでいったので、しばらくは馬が勝手に起っていた。するとすぐ  

に大きな牧草地にぼつんと一番障害があり、これを嫌がって大きくよれたが、何とか飛ばせること  

ができた。その後もギンはすごい前進気勢で走り、ブレーキを掛けることはあっても推進をするこ   

とはまず無かった。三番のスキーージャンプではさすがに少し嫌がったが、軽い打脚でいきなl）飛び  

降り、ノしが遅れた。スキーージャンプを降りるとすぐに左回転をしなくてはいけなかったが、遅れた  

ため手綱をゆるめに持っていたので十分に対処できず、何とか曲げたものの次の飛び上がり障害の  

唯備がとれないままに飛び、飛越後あらぬ方向へと走っていった。その後の林の中は松原の「時間  

は思ったよ軒余裕があるから、あまりスピードを川さずに丁寧に言ったガが良い！」と言う一む苦を  

なるべぐ守って進んだ。林の巾の←一本道の曲がり角に各大学の学生がいて応援のがっちりの声援を  

送ってくれたことがあったが、ギンはそのがっちりの声に発いて林の中に逃げそうになった。その  

とき「うるさい黙れ，」とl叫んでしまったが、訳も分からずに怒られた下級生の皆さんすみませんで  
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した。その後、特に問遡は無かったが、六角障害で連続で飛んだ後つめるのが遅れ、またコースか  

ら外れてしまった。結果は二十秒ほど時間があまり、耐久を満点で帰ってくることができた。   

耐久審査が終了した時点で、順位は二位。何としてもこの順位を守りたかった。余力審査の日、  

耐久の時とは反州ニギンは波れ切っていた。この日は乗り始めたときから最後までずっと重かった。  

常歩で歩かせて甘体をほぐそうとしても動きが鈍い。準備馬場に入っても一向に改善しない。障害  

を何度か飛んだが、全くあっていない。もっと前に出せと言われたが、どうやっても出ない。これ  

以上無駄な準備運動を続けても馬の体力を消耗するだけだと思い、準備運動を途中で切り上げて常  

歩で歩かせることにした。  

後は遜を大に化せて、試合に臨むしかなかった。障害に向かう前に馬場を一周大きく駈歩で走ら  

せ、軽く賢を入れて追った。そのときは瞬間的に軽くなったが、障害を飛ぶ直前に急に重くなり止  

まI）そうになる。前肢が上がるまでしっかりと推進をしなければ止まるのではないかと思い遅れな  

がらも最後まで推進した．1北日学の余力審査は‖Oclnまでで、今までL故には慣れていたし、経路  

自体も簡単であるので大⊥夫だろうとたかをくくっていたが、予想以上に大変なことだったと後か  

ら思う。必柁になって飛ばしたのが良かったのか、何もしなくてもギンは飛んだのかは分からない  

が余力審査も溝ノごよ。これで総合蘭戯で準優勝。全日への出場が決定した。   

ギンは、北「l学で体力的には疲れたようであったが、肢の方は何も問題がなく、一過問もせずに  

騎乗を1耶；けることができた。   

北日学から剰l苧の問で餌場した試合は障害選手権だけであるが、来年来るであろう中村がOf‡  

戦に机場した「．今から思うとギンの絶好調の時は障害選手権のあった九月終わりから十月の初めの  

頃であったと思う√，このころは歩度はきれいに伸び、ハミ受けも良く馬体も柔軟であった。その後  

気温が下がり、罵城が凍る頃になると、十分な運動ができなくなった。この一年を通じてあまり練  

習で運動を多くすることはなく、馬体を疲れさせずにいかに有効に馬を仕上げるかを目指していた。  

夏の頃は常歩でもある程度の運動ができ、馬の調子を維持できると思っていたが、実際寒い中で常  

歩のみの運動ではうまく行かないことも多かった。馬場の様子を伺いながら、速歩などもしたが思  

い切りやれずあまり改善はしなかった。夏には全日学は十二月でも構わないと思っていたが、北海  

道の十リjは1こ無二冬で溝足に．ち引二乗れる状況とは言い薙い。また、北火の中では金口学というよ  

りは次の代のことに話題が移っていったように感じた。   

東京に来ると暖かく、非′削こ肋かったが、－ケ月くらいの間満足のいく状態にならなかった馬を  

知らぬ土地で化1二げるのは難しかった。結局屈後まで馬の調子というものを掴みきれなかった気が  

する。総合娘技は到着から一週間くらい後に競技がありその間十分に調整ができると気楽に構えて  

いたが、なぜか全く朋子が上がらずに訊釧こなってしまった。調教審査は今シーズンで最悪の馬場  
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であった。馬と人の息があわずただ闇雲に前に出すだけであった。当然調和だとか従月頁ということ  

が欠けていたのは言うまでもない。   

試合は週末ということもあって多くのOBの方が見に来てくださった。その時、横山さんにはい  

ろいろをアドバイスを頂いたし、また酪農のOliの人相補習さんにも相談した。北日本で馬尊公苑  

のスティーブルを回ったことがないのは侯ぐらいであったので選手の方々にも敢えて頂いた。何度  

もスティーブルコースをF見し、いろいろな意見を参考にしたが、やはり悩むところはいくつか残  

ったままであった。この悩みは試合当日まで解決しなかった。試合の直前に少し強気になって迷い  

を断ち切った。しかし、これが裏削二出てしまった。全日の耐久の日も、北日と同じようにギンの  

気合いは十分であった。それを信じてほとんどのコースで迂回路を通らずに行こうと決めた。最初  

は順調に進んだが、走路から小に人るL字型の七番障害で馬体が立て直らないまま曲げようとした  

が、ギンは全く飛ぶつもりではなく一反抗。すぐ次の大乾壕は、最も悩んだ所であったが最初に直  

線と決めたので、そのまま直線で向かった。L字障薯から大乾壕までの百メートル弱の直線でギン  

が失速していったのが分かったがさらに推進してそのまま大乾壕に向かった。乾壌の大きさにギン  

は驚き、止まりそうになったので最後の脚を使った。普通なら止まっていたであろうが、壌後の脚  

のため止まりきれずに馬とともに大乾壕の小に落ちてしまった。乾壕の底からギンがもがいている  

のが見えた。辛い人馬とも自力で乾壕よl）脱山でき、また大したケガはなかったため審判の判断で  

試合は続けられることになった。人は焦り、訳が分からないままコースを回った。人馬の関係は崩  

れかかり、ギンは完全に障菩への自倍をなくしていた。ウサギ飛びの障害はクリアーしたものの、  

小さなスキージャンプで反抗し、そのまま失権となった。   

後から思うとこの耐久ほど心残i）の多い試合は、他に経験したことがない。冷静に考えると自分  

のした失敗はあまりにも馬鹿げている。北里のコースに比べ馬事公苑のスティーブルコースには多  

くのトリックがある。そんな罠にはまってから気づいたようであった。   

最後に馬に乗るに当たっての人間の心掃えというか、要するに技術ではなく、馬との関係や人の  

気持ちの持ちようといったことを古きたいと思う。   

馬術においては馬は、パートナーであって放ではない。ギンのように人間に素直に従ってくれる  

馬に乗っていたときにはそう感じなかったが、卒部して少々一筋縄では行かない馬に乗るようにな  

って感じたことであるが、馬を従わすには人雑把に分けると二通りのやり方がある。一つ呂は鞭で  

も打脚でもとにかく力で無理やり押さえつけて従わせることであり、もう一つは馬をほめて気持ち  

良く従わせることである。このように普くと、当然どちらがより賢明かは明確に分かると思う。た  

一32一   



だ、馬によっては少々気むずかしく簡単に行かない馬もいる。何事にも例外はある。   

OBの甘から見ると今の現役部員（特に技術力の乏しい下級生）は、かなり一つ目のやり方に近  

い方法で馬に乗っているように思える。もちろん本人たちはそのつもりでやっているのではないが、  

馬が曲がりにくければ力でも何でも使って曲げようとする。馬の精神状態は悪くなり、調教上でも  

問題である。場合によっては力ずくも必要ではあるが、あまりにも短絡的すぎるのではないか。   

「気持ち良く従わせる」と昏いたが、そのた捌こは馬に自分を受け入れてもらい、馬に自分を理  

解してもらう必要がある。馬に理解してもらうには自分も馬を理解しなければいけない。常に馬の  

気持ちを考え感じ（馬を感じたつもりになっただけではいけない。独りよがりではいけないという  

こと）、それに即した行勤をとらなくてはいけない。馬の心の【Pは人の頸の中だけでは推し量れな  

いものであり、いつも同じ心境であるはずがない。常に馬と対話をしなければいけない。馬は当然  

言葉を解さないし、言葉を発しない。しかし、乗っているだけでも多くのことを許しかけてくる。  

それらをもっと注意深く騎手が受け入れなくてはいけない。拳で、脚で、激座でそれらのコトバを  

受け取らなくてはいけない。騎手はもっと馬に対して敏感にならなくてはいけない。馬を知らない  

素人には無理な注文ではあるが、一年以上も馬に乗り毎日世話をするような人であれば分かって然  

るべきことではないか。ただ、たかだか馬歴四年の人間が言うのだから大したことはない。要は馬  

のすることに対しどれだけ注意深く観察し、受け入れ、馬を理解し、このことに基づいて行動する  

かである。   

それでも、馬に乗っているとき、馬は自分の思い通りにいかないことは多々ある。その時になぜ  

馬はそのような行動をとったのかを考えると案外簡単なことに起因する。馬の過失ではなく、人間  

の過失である方が多いと思う。これは気をつけなくてはいけない。また、馬の反抗は人間に対する  

不満の現れであり、騎手がもっと考えていけば解決すると思う。馬は本質的には人に従う生き物で  

あるから仲良くやれば従うし、馬を理解すれば自分も理解してもらえると思う。   

馬は自分を陥れる放ではなく、自分を助けてくれるパートナーである。  
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北玲号  
米家 直子  

この一年間私がやってきたことは、部員のみんな、01iの方々、そして何よりおぢょに対  

して申し訳ないことばかりでした。同じ失政を繰り返してほしくないという気持ちで、－・年  

目、二年目に伝えなくてはならないこと、調教報告から外れたことも書こうと思います。   

北日の後、岡部さんが入院されることになり、北玲の運動管理をすることになりました。  

当初はもちろん食暮」に向け、北【1で披労した体力を回復させること、そして馬体をベストに  

持っていくことを考えました。調教‥打としてではなく適度として運動の計画を立てました。  

外東を中心にして、体力が北口I附こ戻ってきてから農場廉歩、北大富士での廊歩、常歩、で  

の管り略りをほとんど毎日掠り返してやり、とにかく耐久力、筋肉を落とさないことに努め  

ました。一カノ＝、呈してからもともとあった胸筋が更に厚くなり、おぢょの気分的なものも非  

常に良くなって、この頃は岡部さんの退院が楽しみでしょうがなっかたのを覚えています。  

気になることは後騙の筋肉が前騒に比べて発達してこないで、お尻の筋肉の割れ目が浅いこ  

とでしたが、牝馬は外に現われてくるようなムキムキした肪肉のつきカはしないがきちんと  

内についているからと野中さんに放えていただいたので特に問題はないと考えました。   

この頃から、l岡部さんに言われて諷璃索運動を取り人れるようになりました。私の技術の  

無さ、信組楓係の無さから全く蕗ち弟いた運動ができずにフラットな状態で走らせてばかり、  

きれられてばかりの辿競でした。構ぶさん、四年日のカ々に見ていただき、侮日の繰り返し  

で徐々に安定し／亡ぎへの反応も良くなりましたが、l］分の革の感覚の鈍さと肘の堅さのため、  

手前のかえ〟、運動の時I揖など色々と試してみましたが結局の所まともに運動させることは  

できませんでした。   

この頃から・乾して騎乗臥誌が明くなり、「どうしたら良いのか分からないJ r全然良く  

ならない」というようなことばかり．叩き始めています。全ト‡馬の運動管理ということで、始  

めからやたらj一川寸を張っておぢょと付き合おうとしていたということが今更ながらよく分か  

ります。良い意味でのプレッシャーではなくただの飛／1iと感じてしまい、この塵さというか  

嗜さというものは北口までずっと離れずに付きまといました。二年目の秋に運動管理をする  

ようになると小にはやっばり私のように変になってしまう人もいると思います。そういう人  

はとにかくいろんな長持ちとは別に、 一本太く、楽しく朗るという当然の気持ちを忘れない  

ようにして、人情ともに蕗ち込まないように要沈ぶすることです。   

チーフに決まってからは人まかに次のことを決めました。まず総合だけと考えていたので、  

障害のレベルとしてはおぢょに特にl問題は無し、とにかくまず助手がうまくなること。走行  

という段階ではなく障害姿勢という段階で．次に耐久力を蕗とさないためにスタミナのつく  

運動内容を長期に渡って計画すること。3つ日にフラットワークの中でiE反描を中心に、窮  

坐などの自分の練習と割り切った時Iiりを持つこと。（陸速歩より正反撞のカが一層肘が堅く  

なるので、馬が恐ろしくひどい状應になった。そのためこんなふうに決めてかからないと恐  

ろしくてできなかった。） そして1然のこととしておぢょとの信頼関係、おぢょの馬休管  
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理。   

コンビネーションのことを．iやしく＃きます。娼場状態を見ながら過3回種皮、速歩のコン  

ビネーションを細り返しました。一；1iさはメーターまでとして、丸く飛ぶように少し間歩を狭  

くし、ややんに寄っていくクセがあるので最後はバッチンオクサーという原則でやりました。  

駒辛が前にのめってしまいゆっくり飛べず速くなってしまうこと、左に寄っていくクセが治  

らないことが最初のI礼題でした。直線から速歩を出すこと、飛んだ後直線上で一度止めるこ  

と．新手の時閲的な慣れから前′抒の〟はマシになりましたが、後者の方は解決できませんで  

した。左側にパーをかけたりもしてみました軋 やっぱり騎手の左右のバランスが安定し、  

それを練り返していくことができなければ治らないように思います。上が見え出して地面が  

良くなってから、最後のオクサーの幅をどんどん広くして滞空時間の良いものを良くやりま  

した。低めで2M近い触のものです。これは良い練習になり、色々な幅障建でこの債れは役  

に立ちました。   

撞害ではこんな感じでおぢょの能力のこともあって深刻に悩んだりはしませんでしたが、  

一番の張本であるフラットワークが全くまともにできず、ずっとうまくいきませんでした。  

この原l奥＝か明らかで、私の肘の使いが堅かったこと、臍坐ができていなかったことに有りま  

す。特に、卜細ど一三のときに朗坐の人切さがみじんも分かっていなかったのが今になって僅か  

に思えてしょうがありません。（・年目にはもちろん、二年目にもやっばり調周東を回して  

いることや、うるさく脚を引くことを言っているのは自分が失放しているからです。二年目  

にもなって「どうして今すi調馬戎ミ？」と思うかもしれませんが、コンスタントにリラックス  

して正反掩の練習をすることは煉れるようになる近道です。酪農はこのことをよく分かって  

いるから－隼IIの練習は本当にこればっかりです。） もう一つ、小さいけれども原因があ  

ったと思います。おぢょは北人の馬の小でも良い状態になる、生き伯というものがかなり高  

いということです。いったん良い状腰になると発くほど従順で敏感になるのに、たとえば下  

級／Lが朗ると勝一「にあらぬノJへ行ってしまい、まるで誰も騎っていないようなふうになって  

しまうということです。普通なら、また少なくとも左通ならその騎手の技術なりに一応動く  

ものですが、おぢょはそういうことがない。このへんがおぢょらしい所なのですが、飼って  

いる本人は r．洋せない」と思い、悲しくなるでしょう。私が下放生の時は殆どおぢょ馬配は  

無かったのですが、たまに駒るとちっとも効かずショックでした。ギャロップに射った次の  

【」だったりすると「一l】でこんなに下手になることがあっていいのかしら」と落ち込んだこ  

ともありました。あるII、岡部さんにそのことを訴えてみると、岡部さんはただ笑うだけで  

した。今、おぢょに朗り終わった後あんまり妙な顔をしている人に、色々コメントをした後  

「あんまり気にしなくていいよ」と言うのはそういうことです。逆に、このおぢょの気性か  

ら、ビシッと1い、状態にしておぢょの従順さ、敏感さを感じることができなかったというこ  

とは，底辺を紡得いきっかけさえも作れない、そういう状態で自分がおぢょに騎乗していた  

ということなのです。  
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北瑛号  
河合 山枝   

私が北瑛に乗ることが決まったのは1月中旬でした。最初に乗ったとき、馬体は硬く脚に  

対して反応が鈍く、脚を使っても後肢が踏み込んでこず小さくあせったような速い動きにな  

ってしまうように感じました。また、ハミヘの抵抗が激しくハミを持つと頭を上げてしまい、  

頭を下げた運動さえできない状臆でした。馬の状態も決して良くはなく、また自分の技術の  

未熟さから満足な運動、正反感の練習など命くできない日々が続きました。   

3月までの目磨として  

のハミうけ（頗をドげた運動をさせること）  

◎大きく体を効かした運動をさせること  

③何よりもまず自分が上手くなること（正反撞の確立）  

としました。まず、自分の技術の向上が第一だと考え、春休みを利用して乗馬クラブに乗り  

に行きました。そこで、ハミうけのできた馬でのハミうけの練習、そしてとにかく正反撞で  

乗ることの練習をさせてもらいました。やはり正反橙はある程度鞍教を重ねることが必要だ  

と思いました。しっかりと前を持ち、脚を使って馬を押し出すことの練習を毎日させてもら  

いました。次第に何かが得られてきたように思いました。   

4月に人り、ある日北瑛の東がふっと下がりました，今までどうやっても少しも下がらな  

かった頭が軽く下がったのです。そして馬がハミを求めてくるようになりました。頭を下げ、  

背をまるくして運動ができるようになり、蟻にバネができたように思いました，このころか  

ら馬の腰や背中の状態も良くなり正反撞での東リ込みもできるようになりました。  

（1）半澤杯（3課目、複合（馬場のみope11出場））   

半澤杯までにある程度の手応えを得、自分なりに納得して臨んだっもりでしたが、準備馬  

場では練習通りの運動ができたもののいざ本属場に入ると馬が重くなり、体を硬くして突然  

扶助に対して鈍くなってしまいました。鮨果として、速歩は非常に前進気勢に欠け、駆歩で  

は馬は脚に対して反抗を示し、全体的にバタバタした感じになってしまい、偶の動きはぎこ  

ちなくちょこちょこしたものに終わってしまいました。日揺としていたメリハリのある運動  

もリズミカルな速歩も全くできず、練習時と試合での馬の状態の遠いを痛感しました。そし  

て、まだ馬が自分の扶助に対して納得していないことや、自分の命令がいざというときに全  

く馬に聞いてもらえないほどの関係でしかなかったことを感じました。良い意味でもっと馬  

にそして自分に虚しく乗っていかなければいけないと思いました。  

（2）馬場大会（2課目、3課目）   

馬場大会では試合慣れの意味から、2課目と3課目の向方に出場することにしました。初  

日の2課目では馬に良いペースでリズムの良い運動をさせることに盛点を置いてまわりまし  

た。比較的リズム良く運動ができたが廉歩発進で反対靡歩がでてしまい、この失敗が精巣に  
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大きく響くことになりました。舶来は3位～10位が6点差であり、1項目また1点の大切  

さを痛感しました。しかし、ペースやリズムは良く、明日につながる馬場が應めたと思った。  

そこで運動のメリハリ（特に速歩）と扶助を確実にということを諌題とし、3諌目に臨みま  

した。準備運動で速歩のつめのばしを自分も属も納得できるまで繰り返し行ない、とにかく  

大きく元気良く運動しようと思っていました．かなり前進気勢のある馬場が踏めましたが、  

伸長速歩でイレギュラーが人ったりして扶助の荒さに改めて気づきました。しかし、駆歩で  

は3湾曲でのペース、仲良などがよく、駆歩で点数を稼ぐことができ7位入裳という結果を  

残すことができました。  

（：i）l二川与体（2．訣＝1、こi髄1l、4．淡】l）   

自適休までに  

①正反掩の廠立と拳の安定   

l至〉メリハリのある大きな運動  

喧）大勒での運動  

を目標としました。特に北Hでの筑典への山場を考えていたため、白馬体では4課目に出場  

しようと思い、馬場大会後から大助での運動を開始しました。最初は大勒を口の中に入れて  

放棄手綱で歩くのみとし、次に放棄手綱のまま速歩をするなど、大勒での騎乗時間を長くし  

ていきました。馬も自分も不慣れなためお互い少しずつ依れていこうという気持で焦らずに  

すこしづつやっていきました。大物をつけるのは必ず水勒で遅効してほぐれた後ということ  

にし、大勒のつけはずしは下級隼に任せず、必ず自分で行なうなど馬とのコミュニケーショ  

ンにも特に気をつけるようにしました。白馬休までにしっかりとハミを持って運動できるよ  

うになりたいと思いましたが、脚と拳のバランスがわからずまともな遊動ができない状腰で  

試行錯誤と繰り返す毎日でした。白馬体前の経路回りで見かねた岡山監督がご指導下さり、  

姿勢、準の使いカ（大助と小物の恍い分け）等について詳しく教えて噴きました。改めて鹿  

本姿勢の大切さを知りました。実際の試合では3戯日も欠勤を用いて出場しました。この頃  

は大勒を依って絃路を回るのがやっとという状態で、なんとか経路をたどったという感じに  

終わってしまいました。大軌を使川することにより挙が強く推進が足りない状態になってし  

まい、靡歩において馬の腰が内に人ってしまうことがよくありました。巽典を目指す上で一  

番の決選は靡歩の麿歩変換ができないこと、さらに遅効が単調になリアピールできる点がな  

いことだと思いました。  

（4）公認大会（3凍日、4課目）   

公認まで、馬体の調ナは良くしっかりと兼り込むことができ、遊動呆も増えたため飼食が  

良くなりこの時畑＝こ毎年問題となる姑痛の心配もなく、腰や背中の状態も良くばリマイクロ  

ウエーブを陸川することもなくなりました。   

この頃のもっぱらの課題はフライングチェンジが全くできないことでした．斜めに事前を  

変えた後のフライングチェンジはたまに成功することもありましたが、庇乗りの中央でのチ  

ェンジは全くできませんでした。最初は単純麿歩変換から次第に常歩の歩数を減らしていく、  
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バーを匿いてそれを利用して変換するなど様々試してみましたが大きな効果を上げることは  

できませんでした。もう一つの謀題として、とにかく大きく元気良く運動することを心掛け  

ました。経路中のこまいかい運動を完全にこなさなくてはいけないのはもちろんのことです  

が、それ以上に全体的にうったえるもの（アピールできるもの）を作ることが大切だと考え  

ていました。公認大会では自分なりにある程度納得できる内容でありました。大助での遅効  

にも人も馬も慣れてきて、馬がバタバタすることも少なくなり、大勒をつけての経路回りが  

かなりスムーズにできるようになってきました。   

踏歩変換は変わらず課題として残りましたが、北口まで残された時間はわずかであり、全  

体の運動におけるメリハリを第一に考ぇて練習を行ないました。岡田監督は毎朝馬場に足を  

運んで下さりご指導して下さいました。上手くいかないことも多く、ついつい練習時間が長  

くなってしまうこともありましたが、馬が得意な舶歩のハーフパスなどの課目を最後に行な  

うなどして、－・l］の鮎習を属も自分も気縛よく終われるように心掛けていました。  

（5）北口（賞典逓場）   

速歩でメリハリのある運動をするということをずっと目標としてきましたが、箕典属場で  

はリズムのある気持の良い速歩ができました。伸長速歩もスムーズに伸び、速歩でのアピー  

ルはある程度できたかなという感じでした。駆歩の踏歩変換はやはりできなかったのですが、  

練習ですらできなかったことが試合でいきなりできるわけはないなというのが正直な乾燥で  

した。全体的にはなんとかまとめたというかんじでした。  

最後になりましたが、」ヒリに向けて毎甘馬場へ足を運びご指導下さった岡田監督はじめ、  

試合の度にご指導下さった鎌田審判員、いつも応援・ご指導下さった小野さん、宮浦さん、  

そしていつも北僕と私を応援して下さった先輩・後輩の方々、本当にありがとうございまし  

た。北瑛に騎乗し、北僕から学びまた披に教え、ともにがんばった1シーズン間は本当に楽  

しかったと思っています。  

さて、北僕は今シーズンを最後にづl返し、今は東通クラブメインフィールズで初心者の方の  

練習馬として元気にがんばっています。この冬に会いに行ったところ、寒さのため毛が羊の  

ように伸びて、また太ったためまるでロバのような偶になっていました．ぜひ会いに行って  

あげてください。相変らず少し愛恕の無い披ですが、きっと喜んで迎えてくれるはずです。  

ー38－   



北駿号  
深部 ちさ  

冬のlⅢは、とにかく馬が後肢を蹄み込んで活発に歩き、しかも自分に注意を向けている状  

態で迎執するように心がけた。そして、鰍習の中で馬場の様々な課目を実際の虎技会のつも  

りでまわったりして、黒服感を高めるようにした。そのほかにも色々考えることはあったが、  

そうこうしているうちにシーズンに人り、結局権利を収れずに終わってしまった。俄技会で  

の幾つかのネックとなった部分を思い出してみると，自分が精神的に馬をリード出来なっか  

たために失政したことが多かったように思われる。（勿絵これは、技術面を伽に上げたとき  

のはなしである。）馬が靖輔したときの対処が小途半端だったと思う。‘‘馬に意思を伝える’■  

ということは、【ヨ頃の練習の中でやってきたことであり、構内を馴致する中でかなり克雌出  

来ていたと思っていたことだった。しかし競技会の土壇場になってみると、練習のときのよ  

うに自分が馬に対して倭位な立場から指示を出すことが出来なかった。肝心なときに馬をリ  

ード出火ないのではしょうがなかった。細かいことはさておいて、懲役の純習をもっと兢技  

会を想定した緊張感の巾で行うべきだった。当たり前のことであり、当然やっているつもり  

だったことが実は欠けていたのだと思う。そんなことを考えながら、崩技会の一勒面を思い  

出す度に悔しくてしょうがない。お世話になった方々には本当に感謝しています。大好きな  

チアフルをこれからもよろしくお隣いします。  

医薬品の総合卸売からコンピュータ  

販売まで社  会 のニーズにこたえます。  

札 幌 証 券 取 引 所 上 場  
ビ 

★岩琶嵩還議表芸社  
慢梯始長伊 藤 太 郎  

慢取舵髄伊 革 寛 志  

本  社  札幌市中央区南8条西14丁目3番15号  電話（011）561－6111   

支  店  旭川、函館、帯広など、道内各地に31ケ所の支店を配するネットワーク  
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エトワール号  
松原 敦吏  

私はエトワールを総合の権利が放れる届に再調教しようと考えた。それには以前，MCク  

ラスを満点で飛虚していたという姉突から、馬に飛越する喜びを教え、人馬にリズムが出れ  

ば何とかなるのではないかと考えたからだ。この馬の性格や去年の成績から自分なりの調教  

プランを考えた。  

1．反応の鈍い属なので推進力を維持し、馬を完全にコントロールすること。   

2．馬の障書に対する恐怖心を取り除くために、リズムのある障害練習を行うこと。   

3．様々な物障害を速歩で飛越し、またステイープルを想定した乾壕、水壕の馴致を行う  

こと。  

大きくこの3つのことをEl々の練習の中で達成できるように考えた．   

この申で3つめの事項が思うようには行かなかった。それは乾壕に対する属の恐怖心であ  

る。北大の乾填でもいやがり、自ら飛越するようになっても次の日にまたいやがって反抗す  

ることもあり、なかなか補足できる結果が得られなかった。しかし、乾壕以外のステイープ  

ルの障害に関してはかなり良くなってきた。後は乾墳だけ何とかすればと考えていた。   

もう1つの問題が生じた。1に関することだが、とにかく反応の鈍い馬なので、かなり推  

進できる人間でないと何もできない．つまり、誰が乗ってもオートマチックな属ではないた  

め、全てのことを自分一人でしなければならなかった。   

新来的には私が乗ればL嫉までの陪審は無反抗で飛越できたが、乾頓に関しては最後まで  

上達せず、全日学の権利を放ることができなかった。エトワールに関しては結果を残すこと  

ができなかったが、この経験から虜を調教することの辛がかりを自分ではつかんだと思う。  

この経験を新馬調教に生かしていきたいと思う。   

あなたと御家族の健康をお守りする  

わかば薬局  
本  店 地下鉄北相集駅前  

札幌市北区北け条西3丁目TEL716－4233  
エ ル ム 店 札幌市北区北け条西4丁目TEL737－7951  
メディカル18 札幌市北区北相集西3丁目TE」726－0533  
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明日槍号  
松原 貴史  

虚飾学年である今年、絶対に全日学に団体山場しよう・・‥・・絶対に。その日標の為には、ペ  

はそのメンバーとして必要であり、昨年同様にやってやろうと心に督った廿 自分自身この属  

に乗り始めて2年目となり、ペの牲格・楷轍を全てつかんでいて、鯛微力針も確かなものが  

あった。   

春シーズンに入り、ペは高齢であったが、大した怪我もせず元気一杯であった。また、試  

合も絞って山場し、何の不安もなく鋪果を残してきた。さていよいよ北口撃となった。   

今年の北日学の開催は北里大で愉送にかなりの不安があったが、これも無事に  

終えた。しかし、今年の夏は非常に♯く、音義も例外ではなかった。高齢のペにとって、か  

なり大変な暑さとなり、ペよ一緒に威張ろう、もう少しだからと試合に踏んだ。鮨果は権利  

を取れとれなかった。   

絶対に全日学に川休出喝しようと郎良を引っ張ってきたのに、自分が條利を放ることがで  

きなくて、本当に部員には申し訳なく思っている。憶病者で寂しがり魔のペ。本当に自分は  

良い思いをさせてもらった。   

お前は日本一だ。全日学でも優勝できる。俺のせいだ。ゴメン。  

…t・…・ ありがとう一生忘れないよ！・・・……  

チキンをどうぞ   

モ モ セ  
札幌市豊平区真栄123番地  

TEL  88l－0470  
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ファストパロン号  

谷地 織  

前年度まで0上主の横義兄に調教をお戯いしていたが、北日から帰ってすぐに横幕兄からの  

引き継ぎを服ね、兄の指導のF、バロンに飼来を始めた。前年度のバロンは、半澤杯、白馬  

体ではゴールを切ったが、公認人会で反抗による失権が亜なり、北日学には出場しなかった。  

五年前に人力滅して以来、ボルトが入った心筋肱の調子如何で馬体が続くことが多く、その度  

に闇渕に進んでいた調教を一からやり威さなければならなかった。＿L級生や横幕兄から右前  

仮のことはよく聞いていたので、他の蟻でも勿論そうだが、バロンの場合特に仮の状態を維  

持することは調教を進める上での人11；i捉であった。幸い今年は五年Uでもあり、Il々のケア  

ーを徹底したため、運動超過で熱をもつことは度々あったが、長期場休にするほどひどい延  

焼を起こすことはなかった。   

バロンの調教においてまず11慄としたことは、障害の経路を同じペースで走行することで  

あった。バロンはとにかく力があり、娃路走行叫にハミに引っかけて走り、その後の誘導が  

園澄になる。練習ではまずペースづくりとして、3～5偶のコンビネーション陪審を多く行  

い、放棄手綱での飛越を繰り返した。最後のオクサー飛越後も、手綱を人きく引かずに人の  

バランスやi皇i、l」笛で止まるようにした。人が少しでもバランスを崩すとそれが属に伝わり、  

ペースが早くなってしまう。放棄f糾でコンビネーションは私のバランス維持と随伴の上達  

にもつながった。また、この際の 一ゆっくり，というのはあくまでも前進気勢を保った上で  

の‘ゆっくり，である。この辺の感覚を当時私はうまくつかめず、後でいろいろな方に助言  

を噴いた。いくら同じペースで走行できたとしても、後躯が踏み込んでいなかったり、ある  

程度の前進気勢が伽てていなければ．二回走行レベルの高い障害の経鬼走行はできない。運  

動を行う際には後継の踏み込みは絶体であり、ある柁度運動をこなして自然に踏み込んでく  

るのではなく、始めから大きく踏み込ませるような、馬体全体を使った運動をしなければな  

らないのである。私が、  

騎虎していて偶の後肢から人の体に突き1二げるような踏み込みの感覚が分かったのは、だい  

ぶ後になってからだったが。   

ハミに引っかかって走るのは．飛越から着地にかけてハミがバロンの口にきつく当たって  

いることが一l月であった。この問題には手綱を引っ張らないようにし、偶の仁lにハミを当て  

ないことが要求された。これは、！1たり前のことなのだが、その頃の私の技術では、飛越前か  

ら着地までハミの張力を一定にして飛越することはできなかった。そこで手綱を持った単一  

陪審の飛越の練習では、飛越時に人袈裟なくらい随伴をとるように心がけ、維体にハミを口  

にあてないようにした。どれも空1然りわなければならないことであり、このような基本的な  

ことを着実に行っていくうちに、経路走行でも練習と同じペースで走行することが可能にな  

った。 また、バロンは右腹に起l月することもあるのだろうか、属体が非常に硬く、ハミ受  

けも良いとは言えなかった。障岱を飛越する際に馬体を柔軟に使えなければ落下や拒止につ  

ながり、属の腰や肢にも負担がかかる。前後左右の柔軟を強化するために、まず準備運動で  
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は傲東手綱で畑作を人きく使わせて大きく躇み込ませることを行った。しかし放東手綱で走  

らせてもバuンはハミを感じず、ハミをとって頭朝を伸展させることはしなかった。この点  

では、北里fの脚数報告（恥37 高村姉）を参考にし、放棄手綱でハミをとらせる紺習を  

行った。さらに、肢に負担がかからない程度に正反撞でフラットワークを行い、機運劫や歩  

度の伸長・収縮を槌極的に行った。バロンが頸を柔らかく助かし、ハミがフッと軽くなる瞬  

l三i】を目指してハミ受けの調教を＝った。（私がハミ受けの感覚がある程度正確に分かるよう  

になったのはつい追返のことなのだが…・）   

横茄兄にご指噂頂きながら、秋のl悶はペースづくりのためにジムカーナにも出場し、小障  

富程度の経路走7日ま私が新兵しても一定のペースで回れるようになった。冬のl悶は外来でバ  

ロンとの関係づくりを＝指した。障零物の馴致のためにいろいろなものをまたがせ、また学  

外にも出かけた。11川ミまでのm】、外来で下幼生が乗ると慮り落として馬場に戻ってきた、と  

いうような．…青も聞いていたバロンだが、馬場での耗習でも下放生を乗せられるくらいまで落  

ちぷいた。私が新鹿を始めて最初の頃は、人‡iijイこ†言であったのか、手人れの嶋など蹴る、噛  

むがひどかった。しかし、ダメな岬はダメ、良い時はおもいっきり誉めるという郡をしてい  

くうちに、手入れもおとなしくなった。人閲の気持が属にこんなにも伝わるものなのか、と  

驚かされた。仲楕的に蕗ち着いてくると、騎乗している際も従順になったように思う。普段  

からの満と人とのコミュニケーションの人切さを、バロンから学んだ。   

雪が解けて、や膵挿前の障害練習では、先に目標として述べたようなゆっくりと蕗ち着い  

た飛越ができるようになった。しかしいざ経戯を回るとなると、どうしても一つの障客を飛  

ぶごとに．ハミにかかった。さらに障害l盲uで急にごねて立ち止まったりもした。ハミにかか  

って走るのは、回板の際に私の挙がまだまだ租経であるのと、時聾飛越後のリカバリー、つ  

まり次の時雄へ向かうための体制の  

立て直しが遅いことが原l烏lであった。ゆっくり、ゆっくり、飛越までは手綱をきちんと張っ  

て体を起こし、人きめに随伴をとる。そして何よりもまず、私自身が蕗ち弟いて、一番障害  

に向かうまでにバロンの気を落ち着かせてやれる余裕が必要だった。   

半澤杯ではごねて反抗されたが、自上！与休会、公認大会を試合をこなすにつれてだいぶ折り  

合いがつき、いい舘脇走行ができるようになった。さらに、逓体全体を使った遊動を目指し  

ていたことと、少しでも多くバリンを試合の場の雰囲気に慣らそうという思いから、馬場大  

会、白蟻休会と蟻場蟻術三題目に山場した。初めての馬場の試合であったが、馬場将の申で  

起り回ることもなく、ぷ外に蕗ち弟いて回ることができた。準備過勤で、このとき初めて、  

ハミを柔らかく持って後継を踏み込ませ．1！5体全体を使った馬の動きを知ることができた。  

馬が落ちぷいた状腔でのボルテージの上げカ、それに伴う扶助への反応の増大、そして自分  

の体に伝わる後継の人きな効きなどを体で感じ、逓場の試合への山場は自分にとってもバロ  

ンにとっても得るものが火きかった。全て、これまでになかったほどじっくりと乗りこんだ  

尤，7！阜た感光であった。普段の運動でバロンヘの要求が甘く、まだまだ体全体を使わせる運  

動ができていないことを痛感した。そしてもう 一一つ、白馬休会を機に、ハミをそれまで使っ  

ていたペソアビットからジャーマンのノーマルな水勒に変えた。横＃兄の頃から、バロンが  

ノ」化せに突っ走るのを抑えるために、普通のハミよりきついペソアを供用していた。しかし、  
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かえってペソアはきつく当たりすぎて、バロンの飛越する気を削ぎ、それが走行中の‘ごね′  

にもつながっていたのかもしれない。度々練習でご指導を頂いていた鷺田さんや、屠場大会  

のクリニックで村上先生にも同様のご指摘を受け、ハミを変えることになった。バロンの気  

持を考えてやれば当たり前のことであった。ただでさえ技術が未熟な上に口をギリギリやら  

れたのでは飛びたくもなくなるだろう。話はそれるが、よく鷲田さんから伺ったお話がある。  

‘もっと馬の気持を考えてやれ。自分が属だったら、どうしてもらったら気持よく飛べるか  

考えてみろ。もっと楽に飛ばせてやれ。飛ぶのは馬なんだから、10のうち6～7自分の言  

うことを固いてもらったら、3～4は偶の言っいることに耳を傾けろ。Jなるほど、楽に飛  

ばせるだけの技術を私は持ち合わせていなかったが、常にバロンが何を考えているのか、身  

になって考えてやるくらいのことはできる。馬術にはこの気持が必要なのだと思う。馬は他  

の東リ物と追って感情を持つ。通がどう感じているかも考えずに下手くそがまたがったとこ  

ろで、飛んでくれるわけがない。技術向ヒを［l媚すあまり馬に耳を傾けなくなってしまって  

は、本末転倒であろう。   

諮は戻るが、こうして自店大会の後ハミを変え、バロンと折り合いもつくようになり、全  

日学への権利も夢ではないところまで調子が上がってきた。ところが  

此日学三通間ほど前の障害練習で新しい障害を試みたところ、私の対処の悪さで  

何回か拒止され、それ以来障害に向かっていく気を示さなくなった。特に右手前の回転を躾  

い、ノーザンホースパークで行った北口学へ向けての経路同りでも、右回転の陪審に向かわ  

なくなった．結局初の」い】単二回走行では、8番まで飛ばせるのがやっとだった。申し訳な  

い、ごめん、バロン。二l巨l走行のゴー ルを切ることができなかった。北日学の直前にこのよ  

うな不調に陥ったのは、バロンと仁】分との関係がまだまだ不完全であったこと、そして自分  

ではできあがっていると患っていた状態が、まだまだ完成してはいなかったことに起因する。  

バロンが無理をせず気持ち良く飛越する状態にlま至っていなかった。そして、そこでごねた  

バロンを飛ばせるだけの技術も気揮も足りなかったのだ。   

自分の東急さに言い訳はできない。馬をフォローできるだけの技術を、馬の気持を汲み取  

ってやれるだけの心を磨かなければならない。横幕兄から引き継いだ後、一年l捌でバロンは  

かなり成長した。障害を飛越する能力は抜掴である。バロンの力を最大限に引き出してやれ  

るように、さらなる練習が必要であるの これからは、この一年胤に成し遂げたことの上に練  

習を組み立てていく。頭部の伸展から後継の踏み込み、そこから属体を柔軟に使わせるよう  

な運動を相底に、ハミ受け、基本的な馬場運動、陀審飛越。属体を柔軟に使えることができ  

さえすれば、飛越も楽になり、瞳宮前のごねもなくなるだろう。人間が自身を持って騎乗す  

ることである。ゴールも切れなかったのに位そうなことを苫き連ねて申し訳ないかぎりだが、  

私が－一年間バロンと共に行ってきたことが兼年再戌年につながることを願っている．   

最後に、此日学山場を許可してくださった上幼生に感謝いたしますβ 数々の御助言を下さ  

いました斉藤先生、岡田監督、市川部長をはじめ、宮浦さん、鷲田さん身近で御指導下さっ  

た横幕兄、そしてOBの皆様に、この場を侶りて御礼申し上げます。  
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北遥号  

杉野 正之  

二年の一月から北追号のチーフとして薪来させていただくことになり、三年のシーズンで  

自分と下教生の練習を主として馬場の試合ににも出場させていただきましたが、紺習、試合  

ともにあまり良い結果がだせず、今後の部馬の構成を三年目で検討した鮨果、披を館腰させ  

ることになりました。幸いにも、試合を見てくださった百瀬さんや新矢先生に歩様の良さな  

どをきにいっていただけ、モモセファームで引き放っていただけることになりました。環境  

の良いモモセファームで大切に扱っていただき、日々調教を進めて下さっていると脚き、部  

員一同カンシャシティマス8 モモセプア、一ムの閥係者の方々にはこの協を僧りてお礼を申し  

上げます。   

一年間の騎乗を振り返ってみると、この一年間，部内での自分と偶の立場ばかりを考えて  

いた様に思えます。そういうものは本来、毎日の積み重ねの上に自然についてくるもので、  

頭を抱えて考え込むようなものではなかたっと今更ながらに思います。特にこれから属を持  

つ下級生には、供のこの失政を良く考えて欲しい。人間が不安を感じて蒋ち込んでいる時属  

はその人間よりずっと械紬で小さな心を痛め続けているということを忘れないで下さい。   

最後になりますが、一年聞、スマーL卜で愛らし彼と不恰好な僕とのミスッマチコンビを見  

守って下さった瀦先輩方と部員のみんなに心からお礼を申し上げます。また、期待を大きく  

裳切ってしまったことをお詫びします。特に、披のチープとして抜撼して下さった松原前主  

将をはじめ四年目のカ々には、本当に岬しわけないと思ってます。問題ばかり起こしてすい  

ませんでした。  

要望菅原写真商会   
パスポート写其   

カメラ・カラープリント   

針分間写其   

各種証明写真  

北22集西4丁目℡716－2662  
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北凌号  

西村 雅夫  

性格やこれまでの経過については、苗号の横山さんの調教報告を読んでもらえば分かると  

思う。素直でおとなしく、悪癖も特にないが（ブレーメンを癖とするかはともかく）、その  

反面非常に臆病で、庶くと周囲や駒半のことが頭から消えてしまったかのように暴走するこ  

ともある。この性格には最後まで悩まされることになるのだが、そのあたりも含め一年を鹿  

り返っていこうと思う。  

自分が騎乗を開始したのは9月下旬で、3月までは横山さんの下で遅効を行った。ここで  

繰り返し放えられたことが、その後も自分の騎乗の基本となった。以下のような点である。  

（j三に準備運動で心掛けること）  

（力 放棄手綱で、落ち着いた一定のペースを守り、腰を弓長り前にのめらないこと  

I亘l転では内側になだれこまないように、バランスバックと左右の短にしっかり 乗ること  

を意識する。  

＠ 腰掛けないように、むしろ膿は鞍に付けることなくやや浮かせた2polnLで 安定して  

廃れるようにする。そのために呼を柔軟にして、重心が項っ直ぐ降り るように意識する。  

励 移行は、駆歩→速歩→常歩と腔は鞍に付けず、膿の張りと体の起こしで減却 を伝える。  

拳先行にならないように注忍する。  

◎ 手綱を持った瞭も、ハミを押さえつけないように意識的に拳を送っていく。 最初はコ  

ンタクトがどうのこうのの膏；‖こ、肘と拳を柔らかく、ハミを□に当て ないことを第一に考  

える。   

古いてみると当たり前のことであるが、情けないことにこの頃の自分は上に挙げたことで  

すら満足にできなかった。周を邪魔しない騎廃を意識したこともなかった。そんな状態で、  

馬にハミ受けなどあれこれ要求し、その一方でバランスは悲く、上体は前後左右にフラプラ、  

肘や革もガチガチで偶の＝を引っ張り回していたのだから始末におえない。横山さんも見か  

ねて基本的なことのみ徹底して注点してくれたのだろう。結果的に2pointで徹底して乗る  

ことで下半身が安定し、上体の余分な力も抜けてきたように思う。それまで騎座で逆に馬の  

効きを妨げていたことを実感した。また放盛手綱で運動することで、属の大きな動きとリズ  

ムを体で覚えることができ、馬場運動でもそのイメージで廃ることができるようになった。  

上に挙げたことは、僕が指導したF級4日こも重点的に言ってきたので覚えのある人もいるか  

もしれない。   

鮪局のところ、r馬体の小火に！‘ミっ厄く√に盛っていられること」ができてはじめて前後左  

右のバランスの変化を虜に伝えられるのだし、「適の口に当てずに拳を成ってやること」が  

できて初めて「手綱を控えること」ができるのだろう。それを理解したのは、レジェンドに  

騎乗してからもしばらくたってからだった。  
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冬の描＝まどうしても練習がうまくいかなかった。足場が悪かったために馬が集中しなかっ  

たこともあるが、OBの下で運動を行う巾で、自分自身が受け身になっていたことが一番の  

原因だったように思う。だから練習形態にもさしたる方針のないまま、行き当たりばったり  

の練習に終始してしまい、その日ごとのユ＄の調子に左右されることが続く．また自分の姿勢  

を庇すこと、馬に扶助を伝えること、璃を落ち着かせる郎を一度に解決しようとして、すべ  

てが中途半端になっていた。属に（特に新通に）扶助を伝える場合、とにかくシンプルでわ  

かりやすい扶助を与えてやることが、一別階的に説教を行う上では必要だと思う。ところが自  

分の場合、バランスの崩れや堅い拳など扶助を邪魔する余計な要素が多く、慮を混乱させる  

ばかりだったのではないだろうか。都になり馬場の二l二も見えてくると、属も落ち着いて運動  

ができるようになった。そうしてやっと練習力針にも自分の頭が向くようになった。まず自  

分が安定して偶の上で廃っていられるようになってから、馬にシンプルに扶助を伝えていこ  

うさ 極めて低レベルだが〟針はこうしてやっと定まったわけである。   

横山さんに指導されたことを心掛けた上での、自分なりの線習方法は以下の通りである。  

レジェンドは扶助に敏感で前進気勢があり、後躯の踏み込みがいい．その長所を生かした、  

全身を人きく動かす準備運動を行おうと考えた。   

朝、蟻場に出して超初は必ず自分が腐るようにした。とりあえずこれでその日の反応や落  

ちぷきの違い程度なら知ることができる。偶の様子を見ながら放粂手綱で常歩→速歩→靡歩  

と首を伸屁させながら満場全体を仕って運動する。脚に対して素慮に反応し、程良い内方姿  

勢がとれるようにする。またリズムも述すぎないように心掛ける。移行では無理せず口笛や  

声などの剖扶助を利川するようにした。これを拙り返すことで射手は蛙って無理な扶助を使  

うことなく、馬は落ち弟いて駒手に雄申することを理解してくれるようになってきた。手綱  

を持った酔も首が楽に使えてないなと感じれば、一度放棄手綱にした後、再び徐々に手綱を  

取っていくことを繰り返した．   

障害練習はコンビネーション飛越を小心lこ行った。初めは他鰯と同じような間  

歩で飛んでいたのだが、どうも大跳びの独にとっては狭いようだったので、やや広めの問歩  

（縛りJZ．7川－3．Om－3．5m－6．0皿－6．5瓜）にすることで、徐々に体を使って飛べるようになってき  

た。フラットな飛越にはならなかったので、再び狭めることはなかった。ビール箱やレンガ  

などを人れた場合も、、Ii初は物見することがあったが、よほど奇抜な物でなければ平気でこ  

なせるようになった。   

こうした障害練習も、飛彪後は必ず糾や愛撫を与えることを徹底するようにした。その都  

度褒めてやることで烏も障害に対する悪い先入観を持たずに、飛越することを覚えてくれた  

のではないかと患う。   

しかしここまで書いてきたのはあくまでもレジェンドが落ち着いた状態である勘合に限ら  

れる。目頭でも触れたが、物音や人の動きを見ることで通が興奮してしまい、それまでの練  

習を一からやり直さなければならないこともあったし、障審を肢で引っ掛けて労いて走り回  

ることもあった。こういう時、自分がまず落ち着いて璃を安心させてやらなければならない  

が、どうしても張ってしまい、結果その＝は何もできないことも多かった。実際のところ、  

レジェンドの調教においては精神Ir】Fの安定に多くの時聞が注がれたといえるかもしれない。  
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馬に要求するレベルを下げ、蕗ちぷいてからやり疏す。わかっているがそれを常に実行する  

ことは難しい．騎手が平館心で触り組むことの大切さを痛感した。   

こうして遊動していく小で、レジェンドの特徴と問題．たも見えてきた。   

披lま左手前が得意である。右手前は内方姿勢もとりづらく、陪審の着地もほとんどが左手  

前である。気付いてからは恩威して友ムのバランスの偏り無しに朝来  

しようと試みたが変化はない。自分でも左手前の方が東リやすいと感じるところがあって、  

それが影響してしまったのかもしれない。発進は右でも出せるし、速歩を含めた麿歩変換も  

行えるが、障害の経路走者fでは木酢歩のまま右回麗してしまい、リズムが崩れ、次の陪ヨりこ  

も影響してしまう。フライングチェンジも考えたが教えられず、右手前が苦手のまま最後ま  

で進んでしまった。   

また、レジェンドはのめってくるところがあったので弘を放った。口を聞き、  

ハミにのっかかってくるため、偶のバランスが前躯に偏り、減却も効かない。自分の革がl堅  

く、推進と人の体の起こしが足らないために、馬も体が起きてこないのだが、どうしてもコ  

ンタクトがきつくなり、烏との引っ張り合いになってしまう。減却が効かないことが、運動  

を蕗ち着いて行えない原因の・つになっていた。対策として遜動を細かく区切ってやり、合  

l；打には手綱を投げ、ハミの緊張から解放してやるようにしたが、これは運動を落ち着かせて  

行うためであり、のめってくるところは改善できなかった。  

馴致は主に外粂で行った。・灯iでは何かとビビリ物見をするが、人や他の馬を先に行かせ  

ると大抵は素直に応じてくれる。蟻や水たまりも曳いて見せてやり、大丈夫と理解すれば、  

次には肝胆に通過し、翌l二1は「行けJと言う前に自ら進むこともあるくらいである。おかげ  

で様々な場所を試すことができた。ここでもまず適を納得させること、進めばすぐ褒めるこ  

とを繰り返し、†吉椀凋係を作っていくことを第一に考えた。逓相互が及ぼす影響は強い。特  

に野外を馴致する場合、経験のある馬（北裁とか北埼とか）を一緒に行かせ、後につけるこ  

とが一番有効かつ、さほど技術を要求しない方法だと思う。そしてそこで経験を積んだ馬が  

また次の新馬に教えていけばよいのだから。   

場所の馴致は、主に、ほとんどの競技会が行なわれ、野外コースのあるノーザンホースパ  

ークにいった。思ったより新しい場所では興奮を示さない。それよりもやはり競技会の穿囲  
気に弱いようだ。競争馬でも不断はおとなしいのにレース  

になると途端にいれこみ、実力を発揮できない娼も多いようだが、レジェンドも昔からそう  

だったのかもしれない。   

故にとって、牛などの動物もまた人放であると言える。よく獣医学部に外柔や曳き馬に行  

ったのだが、体重測定の酔、歩かの通が嫌がるのを見てからは、怖くなったのか暴れてでも  

引き返そうとするので手を焼いた。少々僕が点滅しすぎたのが逆効果だったかもしれない。  

このことに限らず、馬は周囲の馬や人の彪響を受けやすい。騎乗者、管理者として心掛けて  

才子くべきだと思う。  

≪餓技会≫  
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半訳杯（北人）  

馬場第3．課目と新人新馬障宮親接に～tl場。シーズン最初ということもあってか、北大であ  

るのにもかかわらず、準備馬場では全く蕗ち着きがなかった。3課目では2鞍日の谷地の時  

には蕗ち新いて崩技もできたが．陪審では準備娼場での時l捌が短く、また膳で障害を飛ぷ属  

に驚き、走リl■！＝ノ、陀零に向かえば無茶苦茶な廠切でバカッ飛びするわ、自分はそれについ  

ていけないわの散々な状態で山番．崩技でも1番陪審からかかってしまい、次の障害に向け  

るのがやっとで、最終陀零Iiで落下。見ていた人には、初めてにしてはよくやったと言って  

もらえたが．実際は走る馬にしがみついていただけであり、恥ずかしい限りだった。  

馬場大会（ノーザンホースパーク）  

ノーザンホースパークでの初めての試合。僕の2・3点目の後、馳見にも3課目に出ても  

らう。2課目lよ－ドガく杯の反省もあり、時間をとってウッドチップ馬場を歩かせた後に落ち着  

いて準備運動を才子うことができたが、審判台を見てしまい点数は伸びなかった。3謀日では  

準備運動申、橘埴の首と姿に発き、常歩もできないほど集中を欠いてしまった。  

追白馬体（ノーザンホースパーク）  

特定L磯（l（川cm以ド）時悠に山場する予定だったが、経絡回りで走られ、出場を断念し  

た。馬場の2・3憩‖に出場。穿州曳いこもな依れ、蕗ち着いて準備運動もこなせたが、ハミ  

受け、真正性などを沈思された。・方で歩桜や推進気勢は評価されているので、この点は大  

切にしていかなければならないと感じた。  

チーフに決まった時点で、目標を北日学総合競技出場と決めていた。しかしこれまでの状  

腰では崩技会どころか経路回りでもおぼつかない。鍵習では落ち弟いて障雷も飛ぶし、野外  

の馴致も順調に進んでいる。射時一たでレジェンドに必要なのは試合での経験と舶来であるが、  

今の自分の技術では準備過勤も蕗ち若いて行えない。ここはレジェンドに経験を楼ませるた  

めにもある糧度技術や鮭戯のある人に試合で鮨果を残してもらうことが必要なのではないか。  

この頃から4勾り・1でもこのような話合いがあり、公認からは松原にも試合に出てもらうこと  

になった。   

またこの時州に番人に馴致に行った。ノーザンホースパークだけでなく畜火の野外コース  

にも慣れておこうと考えたためである。巌初、松原が廃って野外を走るがやはり初めての障  

害に物見をする。しかし自分が乗り代わると、障害前でよれて飛んだという1鞍目とはうっ  

て変わって自ら障岱に向かっていく感じである。改めてこの馬の刺激能力に繋いた。ところ  

が俣の雑鰯ミスから遁の瑛申ノノが無くなり、後半の障害で無理な向かいカから当然のごとく  

止まられてしまった。全て自分の体力イこ足が用いたことだった。ただ偶に閥しては、耐久に  
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対して自信をつけることができたのは確かだった。  

N．H∴ Pカップ  

公認大会（ノーザンホースパーク）  

公認には松原とともに特定L級（新馬）に出場。前日にN．H．Pカップがあり、この新  

馬農技にも2鞍使う。2鞍目に自分が乗るが、準備馬場でしっかり乗り込まれているために、  

本場属でも全く落ち着いており、障害へ向かっていくやる気を感じた。特にN．H．Pカッ  

プでは2人とも予想もしていなかったジャンプオフ出場。ジャンプオフでも松原が3落下の  

後、僕が障害減点なしで：i位入賞をすることができた。公認は2人とも2落下。供の時には、  

回転で∪を引っ張ってしまったことから適を走らせてしまい、後半飛びが維になり前肢で引  

っかけた。まだまだ安定した走行とはいえず、低いレベルの農技でのことである。しかし何  

よりレジェンドで初めてちやんとした成績を残せたことが嬉しかった。  

此日学（北里火）  

総合にのみエントリー。そのため人収から競技lJまで＝があり、．馬場で何日も練習ができ  

たのは好都合だった。牛のパドックが馬場に隣接することが不安だったが、3日日ぐらいか  

ら気にしなくなってくれた。此人の鳩達と一・緒に運動できたことで初めての北里大でも違和  

感なくいられたようだ。   

調教審査。準備馬場が狭く、横を他大学の馬が走り抜けるが思ったより動揺せず、脚反応  

も程良い。この調子なら案外点数も伸びるんじやないか。本場属人場前はこれくらい甘い考  

えだった。ところが入場前に審判台を見て英機にすっ飛び，あわや人馬転。入場してからも  

敬礼後、5m位後退し、もうこの時にはどこで審判にアピールしようなどとの作戦は完全に  

頭から消え去っていた。何とか審判台に近付けることはできたものの、もう図形がどうのハ  

ミ受けがこうのなどという状膿ではなくなっている。しかし速歩医lⅢを凍え、伽歩l吏l罠Jに入  

る噴から蕗ち着きも出て、集中力が側す。凶形、ポイントも正確、娼も全身を大きく放って  

動いてくれる。俳歩区間だけなら今まででも一番の出来だったかもしれない。しかし気が緩  

み、最後の最後で繰路違反をしてしまった。結盟はやはり下から数えた方が早かったが、周  

囲とも差はなく、減点が無ければ頗位も上がっていた。集中を保てなかった自分が情けなか  

った。   

耐久。しかしここでもまた程を盛付に放したままスタートするという失態を犯す。救いよ  

うのない火遁鹿野郎である。とにかく拍車と／！言で気合を人れ前に出す。1・2番は焼重に向  

かい通過。しかし3番スキージャンプを前に全く進まなくなった。後退の挙句、林の申の有  

刺鉄線に突っ込む。長い格闘の兼2反抗で通過。するとここから属にやる気がみなぎってき  

た。自分の気合に呼応して次々と障聾に向かっていく。125cmのヒューム管も全くよれない。  

しかし乾壕ダブルで反抗。乾壕トリプルで3反抗、ここで失権となってしまった。失権後も  

その後の陪審を飛んでいく。斜め木柵を物jょし、飛ばせられなかったが、それ以外はほぼ問  
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題なく通過した．ぷ終陀害バンケット。回鮎で向けられず2反抗。思いきりよれてゴールす  

るが、もう仁1分には真っ直ぐ走らせるだけの体力がなかった。   

失権した析蟻は最後まで飛んでくれた。足を引っ張ったのは自分の判断ミスと体力不足。  

馴致の時点でそのことは分かっていたのに克服できなかった。馬の様子を見ると、有刺鉄線  

で引っかけたのか傷だらけで施行もしている。蹄鉄もなくなっていた。そんな属を見るうち  

に悔しさが込み上げてきた。自分が†射ナなかった。   

余力。前l▼1の破行も収まり、権利とはl刈係ないが出場を決断する。疲れているのか準備馬  

場でもおとなしい。しかし木馬場に入ると2・3番で逃避。何とか飛ばすものの6番で3反  

抗をされてしまった。   

馬の将兼を考えればその後の新人新偶に出るべきだったのかもしれない。翌日もう一度ス  

テイープルに行っておくべきだとも言われた。ケガも人したものではなく、やっておくべき  

だったと今は考えているが、その岬は脱ノノ感で何もできなかった。   

幸いレジェンドはその後も素直さを失わず、障零も特に問題なく飛んでいる。あいかわら  

ずガキで臆摘者だが，何とか北大の看板満となってほしいものである。ひいき日ではなく臆  

ノJは素覇らしいものを持っていると思うし、馬場、野外、陪審の全てにおいて可能性を持つ  

という点味では北大のどの馬にも引けをとらないとも思っている。そんな馬に1年l肛乗せて  

もらった自分は本当に恵まれていた。仁l分の力では叶わなかったが、いつか全日学で活躍し  

てくれるHが楽しみであるe   

蛇足になるかもしれないが、今感じていることをもう少し背いてみる。   

チーフになるにあたって考えることは人により様々かもしれないが、自分の勘合、基本を  

徹底して綾り返すことを小心にして考えた。と言うよりも基本的なことしかできなかったと  

いうカが止三しいかもしれないが、やリカはそれで良かったと思っている。チーフになるとど  

うしても馬の離の位置が気になり．準でいじってみたり、時には道具を使ったりすることが  

暮誰しもあると思う。鈍かにハミ受けも重要であるが、気にするあまり、馬の前進気勢やリズ  

ムを犠牲にしてしまったのでは点味がない。それ以上に普段どれだけ丁寧に、そして基本に  

忠実に廃っているかで鮨果も変わってくるのではないだろうか。例えば発進は一歩目から奇  

鹿に出せるかとか、精霊には常に兵っ直く■向かっているかといった注意すればできることを  

案外いい加減に行っていることがあると思う。そういったことを考えて乗っていくだけでも、  

冬の聞の自分のような、何をしたら良いか分からない状態よりずっとましである。自分の場  

合も、そう考えて東リ始めてからも常に1一軍に乗っていたとは言い薙い。最初は丁寧に乗ろ  

うと思っているのだが集申して5分l掛廃り続けることもなかなかできなかった。このように  

張本を徹底して乗るといっても鮎構灘しいことであるが、これから属に来って行くにあたっ  

て何をしたら良いか分からないとか、調教や騎乗に行き詰まってしまったとかいう峠、一度  

基本に戻ってみることも必要なのではないかと思う。それによって自分の馬について今まで  

見付かなかったことが見えてくるかもしれないし、少なくともただ運動をこなしているより  

は良いのではないだろうか。  

最後になりましたが、多くの人の助言と協力でここまで自分はやってこれたようなもので  
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す。ありがとうございました。そしてレジェンド。君のように素直で、おとなしくて、何考  

えてんのか分からない時があって、時々乗っている奴と一緒に頭の申が真っ白になってしま  

うような馬を僕は知らないが、一年聞なんやかんや言いながらも楽しくやって行けたのは君  

のおかげだと思っているよ。  

さてこのあたりで調教報告も終りにします。長々とここまで読んでくださった方、どうも  

お疲れさまでした。ひと休みして、次の文章に進んで下さい。  

カリーアーコルク工一夕ーγノl〝UZ亡〟   
∇  チキン＆ベジタフル  650円  

カリーアンダマンマゾヒスティックスパイス   

▽  チキン邑ベジタフル  650円－   
∇  チキン＆山家  680円   
∇  納豆＆山菜  65D円  
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北鷲号  

鶴見 直大  

・北悪号について   

北偲号lま本城さんの紹介により1！）！）2年6月26日、札幌戯馬場より入鹿した。この時  

供はまだ一年で自分達が扱える馬ではなかったため印象はうすかったが、よく噴いていたの  

とと－ンといって跳ねていたのを覚えている。西村兄が牒体管理虞任者になった噴から印象  

が強くなり、同じ頃入鹿したハギノレジェンドに比べチャカチャカといつも落ち着きがなく、  

11；‖こ立つと甘を伏せて怒り．また、すぐにまえがきを覚えて属房はまるで田んぼのようだっ  

た。西村兄が人気をだそうと努力しているのにもかかわらず、悪の方はまるで変わらなかっ  

た。－一年生がさわれるようになったの比12J」こらからで、その時のサブが曳き馬で引きず  

られたり雪山に突っこんだりとたいへんで、供も初めて曳いた岬は二度引きずられ、一度蹴  

られて五度踏まれたのを良く覚えている。  

・胡散に関して   

・咋聞乗ってきたが、黒酢調教とは種違いものであった。新馬の調教においては自分が馬  

に対して橿位に、‡つべきであるのにもかかわらず、九‖Ⅰ毎日偶に、またO13のノJ々から敢え  

てもらう一方で、馬にものを放えるなどという車は全くできなかった。自分の技術のなさを  

今さらながら感じている。この一年間の駅廃でl‘1分が犯した失敗、また自分が考えてきた弔、  

自分が得たものを後発に残そうと思う。成功例と同様、失敗例も何かの役に立つのではない  

かと思う。またOBの方々には、この柁てヤにあるI；；I題点を指摘していただきたいと思ってい  

る。   

自分が初めて北鷲に廃ったのは5ノ▲】1こi【】だがその時は自分が駅東していくなどとは思っ  

てもいなかった。自分のH兼るだけの・けをしようとしたが、雛歩も出せず噛兼りも描けずで  

ショックだった。本格的に祝l）肯兄のもとで新来し始めたのが10ノjの後半だった。そのとき  

自分には90－100－1：iOのオクサーを飛んでいる億の姿が魅力的で、障害を怖がって  

飛んでいるようだが、それさえ収り除けば絶対良い1いこなる！この属で頑張ろうと思った。   

まずフラットワークにおいて、全然にていないかもしれないが祝前兄の真似から入ろうと  

した。兄の姿勢、拳のおくり、脚の快いノブ、怒り力までである。この時点でもう失敗を犯し  

ていたのだが、それは自分が真似ていたのは外面ばかりであり、1馬のことを無視したものだ  

ったという事である。祝Il肯兄とは駒座など偶に対する作用も泣うのに、同じくらい強く拳を  

握り打の形だけ作ってそれに見合うだけの推進もできず、今考えると良く摘も我慢してくれ  

ていたなと思う。最近やっと思う事であるがハミ受けはやはリセオリー通り、両拳とも同じ  

接触を保ったまま推進していくことで、－一歩はここにあるからこれを受けなさい”方式が良  

いと思う。また  

フラットワークにおける蛍火の失敗は、フラットワークと障害飛彪を完全に別のものと考え  

ていたと言うことである。「時雄を恐れないようになりさえすれlま」という考えが強過ぎて  
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フラットワークは二の次と考えてしまったていたのである。‘‘フラットワークがある程度こ  

なせなければ障害飛越はできない’’というどんな馬術1＃にでも書いてある鉄則を全く考えて  

いなかった。そしてこの事には鷲の戯虎が決まるまで先ずかなかった。r経路を回ってみた  

らどうだ。Jとか「1謀日からでも∫試合に出して行くべきだ。Jという回りからのアドバイ  

スに、「小鰭でもいいから経脇をIiき】れるようになってからだ。」と言って耳をかそうとしな  

かった。今になってやっと分かる 一－［l頃のフラットワークがいかに大切か”ということ。後  

輩には自分と同じl肛違いをしないようにして欲しい。  

・障害飛越にl対して   

ハミを受けさせてゆっくりと飛ばせてやることが自分にはできず、馬はあせってぷっ飛ん  

でしまってばかり。結局、調教途小で横木一本からやIj推すことになった。この時二つの指  

摘をされ、それを課題とした。・つは、珊歩でも速歩でも靡歩でも放菜手綱でゆっくりした  

一定のリズムを保つこと。一つは、臓署を恐れる適はメンタル面から取組んでいかなければ  

ならないということ．1今思えば当然の・liであり、こんなリiも分かっていなかった自分が恥ず  

かしく思えてならない。その他にも、・人】王封の考えノ／を炎倣にするべき。一つの方法に固執  

せずに、うまく行かない時は色々なノ／法を考えてみること。・障害飛越では絶対にハミを引  

っ盛らないこと。・運動は必ず橘が長持ちのいい状腰で終わること。うまくいかなっかた場  

合でも、運動（陀宰）のレベルを1ごげ、最後はおもいっきりほめて終わること。■キャバレ  

ッテイ、調蟻蛮を継続して行うこと。・通が飽きるまでやらないこと。（とくに鷺の場合、  

始めのうちは良くてもだんだんとまずくなっていくことが多かった。）等の指摘を受けた。  

結局自分が鷲に窮乗して満足にできたものは一つもなかった。特に継親にl対して言えば、  

「すこしでも良くなったら次へ」という焦りがあり全くだめだった。もっと余裕を持って調  

教を行うべきだったと思う。   

馬に対するメンタル面での政則として、自分は馬に人一倍接しようとした。学校の空き時  

糊をjムつけては曳き偶にいき、いつも鷲と一紙にいるようにした。バイトも学校に行けない  

から辛いのではなく、曳き偶に7iけないから辛いという感じだった。自分だけではなく、サ  

ブに付いた後朝にもよく三時頃から曳き偶にいってもらった。本当にありがとう。おかげで  

独りよがりかもしれないが璃の気持ちが良く分かるようになったと思う。漕が何をして欲し  

いのか、何を怖がるのかという斬などが分かるようになった。自分が行く所にはどこでも平  

気でついてくるようにもなった。ただ、ここで築いた†J税関係を騎乗に新び付ける事が自分  

にはできなかった。臍廃しているときは声もかけず、ほめもせずにずっと黙って発っていた  

ように思う。駒兼時においても偶の側に立って娼がどうして欲しいのかを感じてやり、もっ  

と誠虚に乗っていくべきだったとつくずく感じている   

最後に、自分を見失い大変失礼をしたにもかかわらず最後まで見てくださった岡田威l㌍Ⅰを  

はじめ、湾山渦動さん、横山兄などの諸先輩方に深く感胡します。そして何より、結局最後  

まで一度も暗れ舞台に立たせてあげてやれなかった鷲に対して一言、「しゆう、ごめんね。  

モモセで技術のある人に乗ってもらって、いつまでも‘しゆう’らしく英らしていってね。  

また見に行くから。腹痛には気をつけろよ。  

ー54－   



フライト号  

積木 照夫  

フライトは、昆屈さんがモモセで調教し、1993年11月27日に北大に入鹿しました。  

名前だけは競技会などで知っていましたが、それ以外はこの鳥に関して何も知りませんでし  

た。僕がチーフについたのは一月のl中頃からでした。東リ始めた当初は手綱を持つと頗をプ  

ンプンと振って、常歩、速歩ではまったく思うような運動ができずにセカセカしていました。  

ただ、暗唱に脱してはとにかくl㍍lければ飛ぷ馬でした。入威してすぐに長屋さんに見ていた  

だく機会があり、‘‘馬の長持ちを卜分に邸解し、摘との信頼関係を築くことが全てである”  

とのアドバイスを受けました。そのほかには、飽きっぽい馬なので一つのことにこだわって  

はいけないということ、Il肯をきつくせず馬を気持ちよく運動させてやるということ、ソフト  

に乗るということ、障害はたてがみをつかんでということなどです。また、馬に自分を早く  

覚えてもらうために曳き偶にたくさん辿れていったり、手人れのときにおりこうにしていた  

らごほうぴをやったり、1l：や目などのよろこぶ所を丁寧にふいてあげたりと、とにかくかわ  

いがりました．   

手綱をゆずってゆずってということを拙けていったことや、馬が慣れたこともあってか速  

歩、離歩では手刷を持って運動できるようになり、やっと学生の偏になってきたなという感  

じがしました。また、入鹿時は劾lかった兢休も坂の堂り降りなどをしっかり行っていったた  

めに、背筋などだいぶがっしりしてきました。   

シーズンはじめの半澤杯では他川体の蟻が多数いたために非常に興奮してしまい、エント  

リーしたⅠ．観では手の内に入れた走行がまったくできませんでした。この経験から、練習で  

はハミ受けを亜点的にわい橘を手の内に人れた運動を心がけました。また廉歩においては人  

馬の不釣り合いのため、いわゆる2．5ポイントでソフトに乗ることを心がけました。   

ノーザンホースパークでの馴致では一頭だけだと非常に怖がりましたが、他の属がいっし  

ょであれば過度な緊張を似ち、人l川に対する集中力などは北大の馬場以上にあるほどでした。  

ウッドチップ馬場でのフラットワークでは、クッションが作用して納得できる運動ができま  

した。瞳宰においても問題はなく、今後の総合職技への机場を考えてクロスカントリーコー  

スの散歩もしました。   

自橘体はノーザンで行なわれたため、馴致の成功や自分の思い込みもあって、人馬一休に  

なったつもりで臨めました。自分の仁‖言が偶に伝わり、フレンドリーで一落した以外特定L  

親、1．級S＆Hとも無過失でした。ただ3課目馬場lよ、馬が不慣れなこともあって人が馬を  

抑え付ける形になり得点は伸びませんでした。   

僕が調故を誤ったのlまこの後くらいからだと思います。白馬体である程度の成績を出せた  

ために調rハニのってしまい、独りよがりな胡散をしだしてしまいました。通が気持ち良く運  

劫することのみを考えて、無理の無いフラットワークと同じ障審を触り返し飛ぶことだけを  

行うようになりました。フラットワークは良くなってきた速歩を巾心としたもので、苦手な  

滞歩と左手前の駆歩をおろそかにしてしまいました。このことが、馬を甘やかし反抗するす  
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きを与えることにつながったのだと思います。陪審においても、キャバレッティーから3：  

6のコンビネーションというワンパターンなことだけをやり続け、人馬とも向上していくと  

いうことがありませんでした。そしてついに公認で反抗の引きがねを引いてしまいました。   

公認はフレンドリーが満点で一Ll目のL絨で一蕗がありました．リバプールなどフライト  

にとっては難しい経路だったが自分のド11言で飛ばせたような感じでした。一日日、二日目と  

も出場する馬はフライトのみで、ノーザンにはフライトー頗で滞在することになりました。  

ある程度興奮するのは予想していましたが、想像以上に激しく興密して夜も十分に休めてな  

いようでした。そのような状腰でウッドチップでの準備運動もしっくりこないまま障害邦題  

に人りました。フライトは集中力が虻くなく，反抗してしまいました。僕も動転してしまい、  

偶の気持ちを考えてやることができずにとにかくむりやりしばいて飛ばせました。その結果  

属が焦ってしまいl司鮎で人馬転をしてしまいました。 牽い馬は無事だったので試合には出場  

しようと思い、待機娼場で長屋さんに見ていただきました．始めのうちは4000位のバッチ  

ンでさえも拒止されました。人間が緊張してしまってその後も無理やり飛ばすような感じに  

なってしまいました。長廃さんには走行中無理をしないで、もし良くないようであればその  

時点で重機しなさいという助言をいただきました。経路走行は人と馬とがパラパラで途中で  

馬が行く気を無くして2反され、お互いに不信感を抱いていた状腰であったため人間の気力  

がとぎれてしまったため棄権しました。このときは偶に盛切られたと思いましたが今になっ  

て考えると．前にも述べたように人が馬を甘やかし過ぎて隙を与えてしまったこと、人が馬  

の上に立った信頼l児係ができていなかったことが人絹転によって馬が不安になった時指示し  

きれなかったことにつながったのだと思います。長月圭さんには人が自信を無くしているのが  

属に伝わったのだろうと指摘を受けました。公認後に長屋さんに見てもらう機会があり、馬  

は何ともなく人が自l亡ぎを収りもどせば人丈夫だと言われほっとしました。   

此火の馬場ではI礼遇は無くなりましたが、長崩さんの助言を受け北日は二走、総合はあき  

らめて新人新通レベルにエントリーすることにしました。北里では初めての場所にしては落  

ち着いた運動ができ、時事もいい感じで飛びました。ここでいい気になり，また失政を犯し  

てしまいました亡 公認で反抗されたことを忘れ、新人新通レベルに蕗とさなくても大丈夫だ  

と考えてMCにエントリーしてしまったのです。MCの経路にはそのころ反抗されることの  

多かった左回転が多く含まれており、よく考えればエントリーすべきではありませんでした。  

結果は三反抗失権。計画を立てるにあたり、追いつけないためレベルを下げることはあって  

もそのとき少し調子が良いからといってすぐにレベルを上げるべきではないということを痛  

感させられました．   

その後、人馬の関係が崩れて試7了錯誤しているまま近体に出場して失権してしまい、自分  

の力だけではどうにもならないと感じてノりくさんに・時的に見てもらうことにしました。こ  

の様な状況で八木さんから学ぼうという気持ちを瓜く持って指導を受けたことは、その後の  

人馬の成長に大いに役にたちました。僅か二年間足らずの馬歴しかない者が馬を調教するの  

だから、自分の力を過†言せずに始めからレっかりと見てもらうべきだったと思いました。   

八木さんに見てもらうようになって鳩の調子もみるみる良くなり、公認以前よりも調教の  

段階も進みました。英体的に気を付けたことは、・鳩の上に立ち絶対に飛ばすのだという盛  
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い意思を持つこと。・フワフワと座るのではなく、しっかり騎虎で推進して馬に隙を与えな  

いこと。・踏み切りも人間が指示する、ということなどです。これによってある程度の収縮  

もできるようになり、手の内にあるという感じがつかめるようになりました。このところ三  

反失権を繰り返していたため、障害選手撼では始め八木さんに回っていただいた後に僕が出  

るようにしました。八木さん、僕ともにフレンドリー、特定L叔、L級S＆Hと満点で，L  

級選手権には僕だけが出場して満点でしたが、ジャンプオフで回転持に腰を浮かせてしまっ  

たためにごねられてしまいました。   

9月になって河合が過勤管理をすることに変わった後も、伐もしばらく一緒に乗っていき  

ました．シーズン戯後のU」下林は沸点で帰ってくることができ、摘も障害に対して自侶がで  

きてきたようでした。フライトにはこれからの北大を担う馬になってもらいたいと思ってい  

る。  

ー57－   



卒部にあたって   

黒l崎牙腔ノヽ  

私も無事卒離することができました。  

これまでお世諸になった先輩方、同親生の皆さんには心から感謝いたします。  

和まあと数年札碗に残りますので、微力ながら馬術部に貢献したいと思います。   

西村オ位大  

雨ニモマケズ 鼠ニモマケズ  

雪ヤナツノアツサニハ チヨット イヤトキドキ  

イヤイヤショツチエウ弱抒ヲ吐キ  

欲ハソコソコアリ アマリ怒ラズ イツモヘラヘラ実ッテイル  

キタ十人ジョウノ ソウカガッカイマエノ フロナシノヘヤニ旺ミ  

早境早起キハ部活ヲヤメタトタンデキナクナリ ゴメン早磁ハ今モダッタ  

酒ハ惑尋ク 鵬膿ヲサラスホドハ飲マナイガ 八月六日ダケハ例外デアル  

東デ畜火道誠アレバ 峠デ通運車ガオーバーヒートシ  

向デノーザンノ試合アレバ マタモ馬道教ガ白煙ヲアゲ  

アマリ褒メラレモセズ 「馬ハイイケドネエ…」 ガ気ニナッテショウガナイ  

タマニ亜メラレルト スグ調子ニノリ  

都合ノ感イコトハ →晩ネルトスグ忘レテシマイ  

テストノ前ハオロオUアルキ オワッテシマエバトオイ日ヲシティル  

オチッキガナク 他人気ナ性格トムワレ  

ホッカイドウニ兼テ 馬術部二四年l；uイテ  

サウ云り人二 私ハナッテシマッタヤウダ   

深薔Iiちさ  

卒部して【‘】分の弱さを感じます。現役の頃は、自分はI祐向きな人l言りかと思っていたけれど、  

実はそうでもなかったようです。どうも馬術部時代のことを思い出すのが怖いのです。その  

くせ、ついつい璃の話をしてしまうことが多かったりするから呆れたものです。   

今シー ズン、－一番人事な岬j別が就職括助と重なり、各力面で迷惑をかけてしまいました。   

いつも励まし、支えてくれた多くの方々には感謝しています。本当にどうもありがとうご  
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ぎいました。   

松原丑リユ  

この馬術部は私にとって体力的にも搬神勅にも辛いと感じることが数多くあった。しかし、  

私は非常に豊重な経験をしたように思う。また今考えると、私は4年間かけて次の2つの問  

題に傲り組み、その間題に正答する努力をしていただけのように思う。その間彪とは、r属  

という動物の気措を理解すること」「個性的な集団である馬術部をまとめること」である。  

また、その問題に正答できたかは  

解らないが、その課程で得たことは多大であると確信している。  

中古車と整備  

民間車検工場   

棟武舎社北大モータース  

札幌市北区北18粂西5丁目℡726－1526  
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自己・他己紹介   

≪ 4 勾三 巨l ≫  

黒崎雅ノヽ  

百聞は一見に如かず   

素顔の黒崎さんを見たい人は、私と一緒に・  

g＼  g＼  ど＼   

タバコの好きなタいま、身をもって「ホタル族とはどんなものか」ということを我々に見せ  

てくれていました。最近 、禁煙などしていると聞きましたが、何か兄を変えることがあった  

のでしょうか。   

そんなサラリーマンの兄ですが、めっぽう目映というものがお好きなようで、見知らぬ街  

をブラフラして、怪しい建築物に「研究」と称して山人りしているようです。しかし、その  

フットワークの良さが全日の総合には必要だということを覚えておきましょう。体力だよ、  

体力。  

訊  g＼  訊  

ここで唐突ではありますが  

黒崎さんクイーズ  

以下の3択問題に答えなさい。  

1．黒埼さんの出身地はどこでしょう  

也奈良県そl三駒Ili喧I亜鹿部 励アメリカ合衆はイリノイ州  

2．黒崎さんの人離した理山は  

㊥ふと適りがかった蟻場にいたしろがねのIlに魅せられて人部した。  

t蟄コンパでつぶされて気がついたら部室にいた。  

③同じクラスだったMさんに巻き込まれて入部した。  

3．盛時さんは何故デビッドと呼ばれているのでしょう  

①ハーフだから  

⑧里美なボウリングぷりがプロゴルファーのデビッドイシイに似ているから  

③マイケルでは似合わないから、ただなんとなく。  
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4．黒崎さんの良くいくノ占は  

①ジャンヌ 喧用書館 ③フィレンツェ  

5．兇崎さんが苦手なのは   

（もあんこ 似かずのこ 喧）おんなのこ  

答えはあえて教えないので、わからない人は本人にⅧいてもかまいませんが、どんな反応が  

返って兼ようと当〟は知ったこっちやありません。  

i西村雅プ亡  

叫四年H  幹部昇進  役職会．汁  兼後掘全  数辛苦手   計算昔手  

Ol三相手  放甘苦手  悪戦苦闘  四苦八苦。  

千鞍達成  技術向上  速歩廉歩  余裕余裕、  

障害飛遜  先飛随伴  馬大迷感  平謝、l乙副。  

萩野伝説  本名北凌  性格温厚  才7二tニ臆病  牛羊大嬢  全身硬直  

戯劫増大  突如暴走  股下馬無  助手蕗下。  

教養三4F   過一授業  学部移行  ぷ隻業」：木、 理Ⅲ出身  物理昔手  

水魔力学  難儀授業  睡眠学習  通∬念仏、 成績発表  鮨果落胆。  

現役引退  早揖遅起  昼痘夕粟  怠㈹生活  反省必要。  

（私と同い年の力上が発端と思われる昨今の四字熟詣ブームには影野を受けてい ないこと  

を一応ことわっておきます。）  

g＼  訊   爪  掛  

一61－  



人相に厚くて人が良く、おっとりしているようだけど変な所もある。そんな放と二人でフ  

ィレンツェに行くl姻係になるなんて，人部した当時はゆめにもおもわなかったのに・・・   

今時珍しいほどひねくれたところのない真っすぐな人だと思う。  

深昏I；ちさ  

馬術部の人、特に同じ代の人には考えもせず言いたい放題の事を言ったりして、きっと傷  

付けてしまったことがたくさんあると思います。この場を倍りて謝ります。ごめんなさい。  

夙   毘＼  魚  n  

自由語達に振舞われます。悪く言えば、自分の感構をよくあらわにします。Y  

姉とくっちやべってる岬など、おどろおどろしくてとても仲に入ることができません。こん  

な姉も最近‘おさげ● をしなくなりました。何かあったのでしょうか。  

夙   g＼  仁＼  掛  

人一一†か誌が強く、コンパの肺で「叩きやすいほっペたしてる」と言って、私のほっペたを  

眼鏡が吹っ飛ぶほどひっぱたく。   

人・倍気が短く、部員総会の席で「N君話が長い」と言って、途11】で話をやめさせる。   

人－・僧朝寝坊で、最上級生になっても避に2、3lせ＝ま遅刻する。  

と、様々な伝説を残し、札幌を去って行った彼女だが、北九州の地でもこのキャラクターを  

十分に発揮するであろう。  

‥・‥・ たまには遊びに来いよ！・‥‥・  

松〟謀畳史  

1■l分勝手な奴で皆様にはご迷惑をおかけしました。  

こんな私でも無事卒業することができました。  

大学院に進学重．去で、2年間後輩の面倒を見るヱ遥です。  

g＼  g＼   臥   訊  

君が若くて、大きな夢を括っ熱血漢だということはわかったけど、いい加減‘！’はやめ  

なさい。畳ちやんわかった？  
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≪ 3 左巨 l∃ ≫  

金歯ノk 月咲二大  

学校、部活、バイト、遊び。この4つをこなす人間は供だけかな？この部報がでるのは全  

［Ⅰの権利をとった頃かな？国家 一椰に受かった頃かな？それとも、現役から引退して海外旅  

行に行っている頃かな？供はおりこうさんなのだ。口々精進をモットーにしている僕lま、ど  

こへ行ってもOK。僕はおりこうさんなのだ。みんな知っていると思うけど。  

勘  g＼   

鏑木くんは後輩に対してもとってもFrielldlyです。先輩だか分からないくらいわいわいた  

わむれてます。でも主将のかぷは少しこわい…・と思う。   

鏑木くんは実はとてもマメです。適ll‘シヤローム・もり，なる小スーパーで夜遅くまで  

働いても、講義もバッチリいってる、みたいだし、やることは、しっかりやってる。いつで  

もどこでも眠れてしまうことは内鮪にしておくとして、来夏が瓜後のチャンス、ガンガン盛  

りたてていくよ。がんばろうね。  

E＼   g＼  m  

兄はおちやめです。馬場ではあの三′勺の目で部員を指導し、馬を靡り、皆の信頼を集めて  

いますが、故食では、実った机・rに口からダーツとコーヒーをこぼしてしまう。そんな兄が  

私は好きです，  

テ吋合 ［bイ受  

ド幼生の時は rこいつになら化せられる」と、上級生からいっでもらえるような下級生で  

ありたいと思っていた。上融†lりこなったら rこの人にならついていける」と下級生に思われ  

るようなt二親生になりたいと想っていた。果たして、いま、もう上赦生になってしまった。  

先輩が、後輩が、自分をどのように見ているのか，それはさておき、馬術部で3年間を過ご  

して、最後に部にも自分のIlりこも何かを残すためのラストチャンス。もうやるしかない。  

訊   掛  iて＼   爪  
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姉は最高の女性です。部活動においては呉刺そのもの。練習時でも、下叔生に対する時で  

も、ほんとに感心するほどです。学校においては勉強熱心で、 一りゆうねん′ の‘リ，の字  

もでてきません。また家庭においても手は抜かず、毎日プロ並の料理の腕をふるっているそ  

うです。うらやましいですね。  
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米家 庶子j仁  

もう  

ナマイキ言ってもアホだし  

はやく  

副将芸 者えなきやダメだし  

それに  

風紀委員長として、  

この乱れたムンムンフーキ を さわやかキラキラ路線へ  

変えなくては！と 思ってるし  

そして  

ラバーも元気だから  

このないようにみえる数年剛のことを、集められる，95に．  

a  g＼  飢  

莱家さん、如きです。あなたにあこがれてます。   

裾良風 直二人こ  

北人スポーツにインタビューされた時のセリフや、部報で特銀紙まれた時の原柘、はたま  

たNl・1Kにインタビューされた時にようことも全て考えた。後は技術向上のみ。いっちょド  

ッカーンとでっかい花火を上げたろうかい！  

毘＼  だ＼   

兄はナルシストです。その細く長い手足を眺めては、r俺のこの長い劇が」と自慢したり、  

「やっぱり俺は賃戯が一番や」と言っては、いけないことをした岬もその100万ドルのほ  

ほえみで私達を黙らせてしまいます。でも、真冬にももひきをはいたり、お風声＝こ何日も人  

っていなかったり、という誼を聞くと、「やはリアイドルも着実にオヤジになっていくのだ  

な」と実感します。  

保坂 畔■ト〕呈  

訊  爪  ど＼  飢   
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F u n n yな彼女はみんなの人気老！でも最近はピントの外れたこともあまり言わなくな  

って、一般人化したのかな？この部所を陰で支えているガンバリ月隻でもあり、またくいしん  

坊でもある。特技は永遠に食べ続けることであり、只々感心するばかりである。また、彼女  

の生活には未知な部分も多く、さぐりを入れているのだか、いま、行き詰まっている。調査  

途中の報告によると、披女の家は異型l吊であること、学校周辺のコンビニで少年誌を読んで  

いること、3時間以上食べ物を口にしないと命にかかわること、自転亜をこぐスピードは橋  

本聖子より迷いことが分かっている。  

討埠Jt 敦虫  

気がっくと、あと戎リJlそ年になってしまった。打抹の不安を感じるが、精一杯顧慮ろう！  

p．s．最近ようやく、スーパー定期と期日指定定期と変動金利定期の違いが分かった。資金  

道川について、何かいい．溝があったら敢えてトさい。ちなみに、私の役職は「会計」です。  

だ＼  g＼   仁＼  釣  

ある佼、私はとっても悲しい事があって、何故か部室にいきました。部室にはとまりの湛  

JFさんがいたので、私は思わず溝ルさんに泣きついてつらいことをいっぱい打ちl別けてしま  

いました。溝井さんは困りながらも「よくわからんけど、あんまり気にしないほうがいいよ。  

」と言ってくれました。そのあと、満仲さんと→緒にテレビを見たことを良く覚えています。  

薄井さん、ありがとう。内緒だけど、あの臼から私はひそかに満Jl：さんが好きです。屯  

爪   掛  

兄は自分の感情にとっても充実なおひとです。決して自分を偽ろうとはしません。けれど  

兄はえらい人はしっかりと見分けるようでもあります。  

孝幸土也 織  

北人に来て馬術部に入って3年がたつn   

やっと、これからの自分の方向が見えてきた。   

馬たちと過ごせて、楽しい。虜もいろいろなことを考えている。  

g＼  夙   g＼  a  

谷地は怖い。涙を流して泣いていたかと思うと、その数分後にはケラケラと笑っている‥  
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・・。谷地は怖い。  

2 4巨 l主l  

」ヒjト∫ 叢  

極寒の員に、ストープをつけた部昆の小でごろごろぬくまっている。こんな日は幸せだ。   

夏の怖れた【1に、草を刈ったドンゴロス枕にし、木陰で提寝する。こんな日は幸せだ。   

辛いことの多いこの部活でも、♯せを見つけるのはわりと簡単なものです。  

ああ、でも、こんなことをしている場合じやなかったりして…・。  

訊  g＼   

1．彼女は負けず嫌いである。  

馬がいうことをU封し、てくれなくて、Ilに涙をいっぱいためて歯をくいしばっている彼  

女を比ていると「がんばれJと心から思う。  

2．彼女はダイエットしようとしている。（と、本人は言っている．）  

「10kg痩せるんです。」と言いながら、朝ごはんをいっぱい食べてからおやつを我  

慢している姿をみると「それだけ食べたらいっしょじやないの」と心から思う。  

3．彼女は時々人ポケ発言をする。  

みんなが笑っているのに、彼女だけが何故自分が笑われているのか分からなくて、き  

ょとんとしている姿をみると、「一きたむりや－’という名前がぴったり」と心から思った。  

仁＼  

彼女のあこがれ、ドラえもんに向かって、ただ今、増量．汁画月㍉  

ト巨l二lコ ーー糸己  

琵＼  夙   g＼  掛  

兄を－一言で表わすならば．一滴←・肪，がぴったりです。  

兄は蟻ならば、乗遁、競属を問わず、有力弼の名前、特徴、戦績の全てを頭にインプットし  

ているんじやないかと思うほど詳しいのです。   

兄は詣をしていて熱くなってくると、だんだん瞳孔が開いてきて、まるでそれでもって説  
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き伏せるかのように臼をむいて話します。そのときの兄は少し怖いです。でも兄はやっばリ  

マジメなんだろうなあと思います。  

中村 二玩主史  

いろんな思い（想い）があるけど、がんばります。ガンガンいきます。期待してて下さい。  

い－かんじ。い一男だ。  

a  仁＼  g＼  訊   

こいつがi三村になったら例の張合の咋や部貢総会の時など、聞きとりにくくて後雅が因る  

だろうなと思うのは私だけでしょうか？そこで心のやさしい私は「中村ヒヤリング対策」と  

していくつか考案しました。というのlま‥‥‥  

・彼の話すことをテープに録音し、皆でv oluln e人にして 一皿きとり’を行い、最終的  

には披が一声話すだけで以心伝心何もかも皆が理解できるようにする。（これがB E S T！）  

・新人／lミの1人を二i三将お召し抱えという形にして常にスピーカーを持たせる。  

とまあこんなことを＃きながらも実はコロッと変わるんだろうなと思ってる私です、と最後  

にフォローしときましょう。  

メLU1 一帖色男  

琵＼  芹＼  琵＼  夙   

マルはワルである。マルは、貸アパートの立ち退きで30万をとりたてた男である。でも、  

部内では真の姿は別わさない。最近は朗色が悪く、目が長鳥監督になっており、ヤクをやっ  

ているという詰もあるが、こう言っていることがマルの上一に入ったら、命の保証が無くなる  

ので、ここだけの話とする．いつもマルには気をもんでいる。30ガマル君。そのお金はど  

うするのかね？  
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村ロゴ 事自白  

g＼  g＼  仇   

いろいろと、部の支えとなることをやってくれてる。私としては、もっといっぱいしやべ  

ってほしい。かんばれ ムッチー、期待してるんだよ！  

1 左巨 l∃  

他日三1 年㌔l議違  

僕はおそらく天才でしょう。自分でもうすうす感じてました．  

ときどきドジをするけど、それを除けばもう完璧でしょう。フッフッフッ   

馬術部に人ってまだ一年にならないのにいろいろあった。OHCのS氏を怒らせたり、バ  

イクに廃ったオヤジが転倒したのを助けたら、逆に警察に尋問されたり、日高でハダカ虜に  

乗ったり、始めて除■空‖螢を址ったら、いきなリキャタピラがはずれたり、とまあ，常人では  

めぐりあわないことばかりが供のまわりで起きるのはやはり僕が凡人でないからでしょう。  

しかし天才とバカは紙一重というからもしかしたら天才でなくバカなのかもしれないぞ。ま  

あこれからもよろしくおねがいします。  

飢  

一つ、彼はとてもエラソーである。  

自分のことを‘オレ様’と呼ぷ。  

一つ、披はガンコ者である。  

人に何と言われても自分が一番止しいと信じている。  

一つ、披lま好戦的である。  

なんでも、 一桁神輿状粛’に興味があるそうで・‥・  

一つ、披はおちょーしものである。  

おだてて調子に果せれば水にでも登るでしょう…・たぷん。   

無茶苦茶言ってるようだけれど、－一緒にいるととても落ち着く、人間味あふれる人です。  

一也l」．I 臓  

オトトイ、 ミンナがぼくを建たがってるのだろう。 人、だれも好きじやナイ。うま、  

まあまあ。 何もやるき起きないな。  
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キノウ、   世の中の全ての人は良い人だ。みんなかわいい。みんな大好き。いやなこと  

なんてなにも考えつかない。ぽくは100まで生きるんだ。  

今日、教科書を災いに水屋にいった。いろいろ見ているうちになんだか勉強する気が出て  

きて、勉威したくなって、院にいってドクターとって学校のこっかな、なんて思って、だけ  

ど東リリーのおもいだしてとり敢えず伸樟とってどっかイイとこ就職したいな。で、家帰っ  

て、いっしょに買った小脱読んで、ああ、年取ったらどこかの田舎で隠居して静かに茶でも  

たてよう。と思ってテレビをつけたら小さい宿昆のアジのある主人になりたくなりました。  

g＼  だ＼  仁＼  鉛   

他はイイヤツです。ふだんはニコニコslれjleをうかべてます。でもよっぱらった時は  

下一品になります。風紀をみだすようなことを発ござしたり、女の先輩にkis sしようとした  

りと少しコマリものです。しかし、酔うとああも本性が現われるものかねえ～。  

g＼  g＼  g＼  芭＼  

彼はキラキラと卸く瞳をもっている。  

入部当初に比べ、くすんでいるとはいっても、やはりまだキラキラしている。  

彼はとても若い心を持っているように思えるが、実は大変なオトナである。  

瞳とは対独酌な、冷静で合理的なハートを持っている。  

しかし、とてもまっすぐないいヤツであるのは就かだ。  

」ヒ相 子；与ニ√－  

もう一度夢を見たいから、いけるとこまでいってみよう。  

と思う。  

芹＼  仁＼  g＼  掛  

北村ひは、一年生の巾で紅一点、かわいい女のナです。でも、いったん橙亜を損ねてしまう  

と‥・‥・ 。でも、かわいいから、ついけくなってしまう私です。  

g＼  掛  軌  だ＼   

彼女は自分白身に良くも悠しくも一番カきl引こ生きているんだと思います。  
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1997年馬術部部   点名簿   
氏名   現住所   TEL番号  郵便番号   l  帰省先住所   昭省先TEL番   

浅野知弘  Ⅳ13■2ク●ランチ●フィラ103号   O11－726－723g  774  徳島県阿南市才見町浜戸33   Og84－22－6488   

角堂童  N2IT2光裕荘203号   01卜747－97三治  657  神戸市灘区高羽町5－3－IO   078－811－1946   

小谷友也  N20E3みかほト■ミトり207号  Ol卜74l－0152  657  神戸市教区将軍通2丁日  

田中悟史  N2研7まつき叫け】03弓・   01卜7一】6－1925  197  東京都福生市加美平4一卜20－204  0425－5卜8248   

寺坂鶉児  N15曹4シティハイムN158gO3   054－624－6387   

乗次由美  Nl即日シーヲイル札幌411号   01卜736－8358  033  三沢市桜町1－4－26官舎6－401   O176－53－8782   

大崎智弘  Nl卵7さりハイレス102号   α‖－728－6983  732  広島県広島市粟区中山克卜1卜10  082－2約一2296   

尾崎哲治  N20E2叩一7ンション103号   011－72ト3445  938  富山県熊部硝三日市3404   0765－52－0690   

金丸鉄平  Ⅵ博剛 広和学生会館385号  01ト7ノ12－9443  814－Ol  福岡市城南区沖松寺3－14－20－20別  092－884－4252   

川崎洋史  N23Elコンチネン伸ヒ●ル206号   01卜74ユー2433  590－84  大阪ホ泉南都熊取町南山の手台5－5  0724－5ユー0633   

栗原佳子  N21耶アーハ■ントモ410号   01卜707－6399  112  慮京都文京区大塚6－1卜2   03－3946－6343   

鈴木忠崩  N21甘4すン可ケ214102号   01l－709－8gO8  371－01  群馬県前壌市高花台1－16－5   027－269－1072   

寺田有美子  N22T4メソ■ント◆ァ貯ぇ601号   01卜709－8879  669－13  兵庫県三田市あかしあ台4－17－】  0795－62－7974   

徳永やよい  N22冒2白雪荘210号   11－758－1863（210  088－06  北海道野付郡別海町中罫別西町19  01537－6－2648   

藤倉大輔  N2川8ホン抑クス北21粂205号  01ト716－3211  227  横浜市青葉区もえぎ野22－6－304  045－971－3255   

井口大地  Nl卵13北大忠通寮   01ト737－6582  168  東京都杉並区宮前5－1－13－1   03－3332－7032   

柏瀬礼乃  W博一7′ト堀マンシ】ン1号   なし   365  埼玉県鴻巣席赤見台卜1卜10－405  0485－97－1956   

l嘩柳宏司  N】聞619粂ハイツ206号   444－2l  蟄知県岡崎市有々町池ノ入29   0564－22－4777   

菅本明子  ：■・      ．；l：‾   01l－717－6948  480－11  愛知県愛知郡長久手町砦作宮前朗一1  0561－62－4872   

菊田健一郎  北区篠路3粂3丁目3－7   01卜772－3364  002  札幌市北区横路3粂3丁目3－7   01卜772－3364   

竹下竜雄  N2併4晩鳳荘15号   050－288－7808  81l  京都府宇治市折居台4－1－25   0774－24－3さ75   

竹本和彰  麻生6－4－20ハイツ麻生2号   Ol卜707－7787  981  仙台市有葉区西勝山8一卜204  022－277－3161   

土肥井理子  Nl岬3／√シ／一々わセイl番館508  0】1－756－5915  72l  広島県福山市来深津町5－14－15   0849－2ト0859   

中嶋貪久  N16■3大江北マンシ！ン202号   050－140－4Jは8  154  東京都世田谷区野沢3－2王ト4－107  03－548l－7975   

長田拓郎  N20■4メソ‘ント●・タ■か・408号   01l－757－1710  938  富山県黒部市長屋211   07（；5－52－1162   

浜田浩一  N17Elコーさ●桂7号   011－75卜8083  丁82  高知県香美耶土佐山田町宮前町5－26  08tI75－2－0048   

清田哲  NI3■4ハ■ンへ●－ル508号   011－737－8880  805  京蔀市来山区本町15丁日784   075－54ト1974   

森田索之  Nl】曹3／一久タウンノりス815号   011－709－7558  448  愛知県安城市明日町15－15   0586－75－1298   

矢野絢子  N17胃5コーさ’すずらん208号  011－718－2784  8gl－81  鹿児島市島徳寺台5丁目1卜8   ll●． ■：ll   

和田大  N18■6アナミ18：江嶋号   050－287－331l  854  長崎県諌早市井崎町950－2   ∞57－26－8637   
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NoRTHERN HoRSE ThRK  
ノーザンホ十スパーク  

RidinginHokkaido  

社台ファームは競走馬の世界において、日本一を預っています。馬ひとすじに、  

懸命の努力を積みかさねてきたおかげだと思います。けれども、馬ひとすしという  

ならば、馬術とも取り組まねばならぬと考えましたら馬術を中心とした公国がノーザン  

ホースパークてす。いちと′矧二乗ってみませんか。馬正に乗って夢を見てみませんか。  

伝統を支えに  
シャディターキン，アンバーシヤタイ．ダイナガリバー・  

疇かしい名卑たちを生みだした「吐合ファームJ．その伝  
瞳と書且をまけ硯い／ご「ノーザンホースバークJlj．札が  

00嘩－の●人と1の白熱公証●です   

パーラェクトな乗馬施設  
●彿心電かち上壇肴よで誤吼即日川は憎Wで封ラ  
イディングエリア，●インストラクターの稚I書で丸IIにレジ  

ャーライディンプが鵡しめるビギナーショートコース．●†乃  

心tと阜のtl貯のたわのロンジングエリア子●寝間甲明  

も安鳩され、雨や℡の心配がし・らないインFア●1q．●  

自■やカラ校の稗を披ける～kの外用集月コース．●ドレ  

ッサージェリア．●鋏）訂槌音可糀のE音．   

クラブハウスで「デリツシヤス」  
●8年速枝リーディングサイア一に汀く吐合ファームの毛  

1にちなんで名月l†らhたレストラン「ノーザンテーストJ．  

抑な集村t白の窮で】■】tTもー－アンキッチンが白  
せ．●7tみさつ′こ空気とヰがいっはい．ドリンクノニューを  

■tに捕えた■外テラス．●ロビー．スーペニアシ8ツプ、  

サウナ．シャワールーム．プライベートルームも来Ⅷ．  

自分が感動するために  
●全天餞聖テニスコートが5乱どてけこてb気仙ニプレイ  
でさるミニテニス用のコートがZ白臥什7面をtl奮．●仝盤  

内そa由に生もことがてさるレンタル白艦■t用号、●お  

好みの需11をお好きなだけチョイスできるーほ∝人位苛  
可tたのパーベ事ユーハット．  

ノーザンホ「スパーク  
干059 り叱．写■苫小牧箱集沢l川7   

窮笥時『  
壬期間（d～9－1031）9：00ーZl‘∝l  
冬期間（lトl－4詔）10：（刀－18：00  

★ま期間一沌：00ul轟の入叫糾合か1I斗となりま丁一  
★冬期間（よ拷白人qIl食が舞Iヰとなりよす．  

■lZ】トtlは禦圃し・′こし王すのて．ご了承くださし・．  

ドラマの主人公のように  
●公園内モー朋Tb尋暮⊃－ス．（Z人集り．10人集り．～ll  
往てZO人■り）●一には餌やゎ・与邑おの7■ノシュローズ  

ガーデン．●世界中のハープが書てちれているハーブ  

ガーデン．●q／二ちが木与飲Lけ兼池．●思いっさり覆  
擁謁が重しのる廿の薫【凱  

t千蛙空港から無料パス（中央バス）で約10分。  

ノーザンホースパーク・ライデインククラフ事務局  
〒0591】］t．暮i■苫小牧市集沢l川丁 ノーザンホースバーク内  TEL．8td4！冶・～l16－8  

F▲XOl朋＝弼・2377   



綱垂経後冨己   

大変申し訳悪く思っております。現役の部とOBとを鮨ぷ掛橋である部報の発行を数年間、  

私の怠惰により途だえさせてしまいました。全て亀山の威任です．   

活動報告という部稚の点義を考えますと今度のこととは存じますが、平成6年度の部の状  

況をお伝え致しました。但し、実川を考慮致しまして名簿は平成9年9月からの新体制のも  

のとなっております。   

私のような駄lヨな部員も卒部し、優秀な新役員を核として部員一同日々励んでおりますの  

で、0王主の方々には一層のご指＃ご鞭捷のほど宜しくお願い致したく存じます。  

マネージャー （旧）   亀Ijj 巌  

書β串艮 第40号  

平成9年12日発行  

発行者 北海道大学馬術部  

札峨市北区北17粂西7T巨l  

北大体育会内  

℡（011）716－2111内線5597  

℡（011）737－1626（直通）  

編集者 部報編集重点  

印刷所 北大生協ゴ化ゴ⊂引＝副   
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